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●大地の芸術祭／協働のまちづくり情報 ほか
●職員募集／叙勲・褒章
●地元産野菜の直売所紹介
●国民健康保険税率／後期高齢者医療制度 ほか
●情報館まるごとフェア／石彫シンポ ほか
●地域で子育て／地産地消 ほか
●地域の風～支所からのたより～
●ときめきネットワーク／元気予報 ほか
●まちの話題TOPICS／お知らせ・ガイド
●ジュニア芸術祭 ―倉俣小学校―

　７月３日㈰に行われた小松原トレッキングツアー。湿原にはワ
タスゲが一面に広がっていました。優しい姿のワタスゲは霧と
あいまって幻想的な世界を醸し出していました。この日、市外
から訪れた17人の参加者は、普段体験できない空間を五感で
満喫していました。

　７月３日㈰に行われた小松原トレッキングツアー。湿原にはワ
タスゲが一面に広がっていました。優しい姿のワタスゲは霧と
あいまって幻想的な世界を醸し出していました。この日、市外
から訪れた17人の参加者は、普段体験できない空間を五感で
満喫していました。

７月３日㈰に行われた小松原トレッキングツアー。湿原にはワ７月３日㈰に行われた小松原トレッキングツアー。湿原にはワ７月３日㈰に行われた小松原トレッキングツアー。湿原にはワ７月３日㈰に行われた小松原トレッキングツアー。湿原にはワ

ワタスゲと霧の中を歩くワタスゲと霧の中を歩くワタスゲと霧の中を歩く

7.10 TOKAMACHI 平成23年（2011） July 第151号7.10 TOKAOKAMACHIACHI 平成23年（2011） July 第151号平成23年（2011） July 第151号

とおかまちとおかまち
7.107.10

とととととと
市報



　2009年の大地の芸術祭を契機に生み出された各商品は、国内外で数多くのデザイン賞を受賞し、好評

を博しました。

　来年開催の大地の芸術祭でも、アーティストやデザイナーとの協働により、地場産品や伝統技術を生か

した特産品をリニューアルし、売り上げの拡大に取り組みます。ぜひ参加してください。

　十日町市及び津南町は、2012年７月29日㈰から９月17日（敬老の日）

までの51日間、第５回展となる大地の芸術祭を開催します。６月24

日㈮には、東京・代官山で企画概要発表会を開催し、そのおおよその

企画や取り組みの内容を発表しました。

　震災によって多くの作品が被害を受け、開催を心配する声もありま

したが、第５回展を開催し、芸術祭による地域づくりを進めます。　

2012年 越後妻有 大地の芸術祭に向けて

を引き出す
地域の魅力を引き出す作品・建築を募集しています。

越後妻有の特産品を世界に発信します。

名産品リデザインプロジェクト
大地の芸術祭商品開発説明会

公募Ａ：越後妻有の歴史や自然の魅力を生かし、集

落や商店街に展開するアート作品及びパ

フォーマンス

公募Ｂ：東アジア芸術村で滞在・制作・展示するアー

ティスト

公募Ｃ：新生オーストラリア・ハウスの設計提案

　公募の詳細や締め切りは、「大地の芸術祭」の里

公式ホームページ（http://www.echigo-tsumari.

jp）で確認してください。

問合せ

観光交流課芸術祭企画係

☎757-2637

NPO法人越後妻有里山協働機構

☎597-3770

地域の魅力

を
テ
ー
マ
に

震
災
か
ら
の
復
興

を発信する特産品
■
第
５
回
展
開
催
へ
の
思
い

　
大
地
の
芸
術
祭
の
�
人
間
は
自
然
に
内
包

さ
れ
る
�
と
い
う
基
本
理
念
の
下
、
今
回
は

震
災
か
ら
の
復
興
を
テ
ー
マ
に
、
被
災
し
た

人
た
ち
へ
の
支
援
や
、
既
存
の
作
品
を
可
能

な
限
り
活
用
す
る
こ
と
も
重
要
な
取
り
組
み

と
な
り
ま
す
。
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
福

武
總
一
郎
さ
ん
は
、「
天
災
、
震
災
と
向
き

合
い
、
受
け
入
れ
、
そ
の
上
で
ア
ー
ト
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
る
、
そ
れ
が
今
回
の
大
き

な
テ
ー
マ
。
成
功
の
た
め
に
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
を
通
じ
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま

グ
ラ
ム（
滞
在
し
な
が
ら
行
う
作
品
制
作
）

を
行
い
ま
す
。

・
東
ア
ジ
ア
芸
術
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
東
ア
ジ
ア
の
作
家
を
公
募
し
、
レ
ジ
デ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
作
品
制
作
、
地
域
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

・
キ
ナ
ー
レ
・
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

　
　
回
廊
棟
の
２
階
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
構
成
す
る
全
て
の
要
素
を

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
手
が
け
、
空
間
そ
の
も

の
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ア
ー
ト
作
品
と
し

て
展
開
し
ま
す
。

・
飯
山
線
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

■十日町会場

　７月15日㈮　午後２時〜４時／クロス10

■津南会場

　７月20日㈬　午後４時〜６時／津南文化センター

※予約は必要ありません

※いずれの会場も説明内容は同じです

※十日町・津南町に所在する事業者や生産者が対象です

作品公募：Ａ〜Ｃ

公募：Ｄ

大地の芸術祭企画概要発表会

2009年の作品「enish i」を制作する作家と住民（十日町赤倉）

越後妻有 大地の芸術祭
2012年

向けて

　
　
飯
山
線
の
駅
周
辺
に
ア
ー
ト
を
展
開
。

駅
を
基
点
に
都
市
と
地
域
が
交
流
す
る

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
で
す
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
　
　
継
続
的
に
集
落
や
地
域
で
関
わ
る
作
家

な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
地
域
で
有
効
に

生
か
し
ま
す
。

・
リ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
地
元
の
名
産
品
と
全
国
の
若
手
ク
リ
エ

イ
タ
ー
の
才
能
に
光
を
当
て
、
地
域
産
品

の
販
売
に
結
び
付
け
る
、
２
０
０
９
年
か

ら
の
継
続
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
で
す
。

た
、
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
北
川
フ
ラ
ム
さ

ん
は
、「
今
ま
で
培
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な

つ
な
が
り
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
越

後
妻
有
に
関
わ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
と
共
に
将

来
の
展
望
が
持
て
る
芸
術
祭
に
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

■
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ウ
ス
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　
　
長
野
県
北
部
地
震
で
倒
壊
し
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ハ
ウ
ス
を
再
建
し
、
震
災
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
づ
け
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
作
家
に
よ
る
レ
ジ
デ
ン
ス
プ
ロ
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多
彩
な
講
師
陣
に
よ
る
林
間
学
校
。

ツ
ア
ー
と
し
て
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
単
独
の
参
加
も

で
き
ま
す
。
震
災
に
よ
り
避
難
を
し
て

い
る
被
災
者
な
ど
は
、
無
料
で
招
待
し

ま
す
。

◎
こ
ど
も
サ
マ
ー
キ
�
ン
プ

　
Ａ

：

７
月
28
日
㈭
～
７
月
31
日
㈰

■
対
象

：

小
学
２
年
生
～
中
学
３
年
生

■
料
金

：

４
５
、
０
０
０
円 

（
３
泊
４

日
、
朝
３
・
昼
４
・
夕
３
食
付
） 

■
定
員

：

25
人

■
宿
泊

：

三
省
ハ
ウ
ス

■
集
合
・
解
散

：

28
日
午
前
10
時
30
分

／
越
後
湯
沢
駅
集
合
、
31
日
午
後
２

時
30
分
／
越
後
湯
沢
駅
解
散 

■
内
容

：

ラ
ジ
オ
体
操
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
・
百
の
匠
塾
・
川
遊
び 

ほ
か

■
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
専
門
家

　

み
か
ん
ぐ
み
・
小
沢
剛

■８月全日開館（無休）

　まつだい「農舞台」（まつだい郷土資料館）、絵本と木の実の美

術館、うぶすなの家、脱皮する家・コロッケハウス、森の学校

キョロロ、光の館、キナーレ　

■金・土・日曜日、お盆期間開館　※予定

　妻有田中文男文庫、家の記憶、黎の家、蔓蔓、うつすいえ、私た

ちはそれを、ありありと憶い浮かべることができる、静寂あるい

は喧騒の中で、津南のためのインスタレーション－つながり－

■不定期開館　※イベントにより開館予定

　名ケ山写真館、枯木又プロジェクト、儀明劇場-倉-、明後日新

聞社文化事業部、インターローカルアートネットワークセン

ター（CIAN）、BankART妻有、ベリースプーン（７月23日

㈯〜８月21日㈰） ほか

■料金：大人2,000円、小・中学生500

円　※期間中有効、パスポート提示で

２回目以降の入館料半額

■販売所：まつだい「農舞台」、本町分

庁舎、各支所地域振興課ほか（７月中

旬以降販売予定）

ふ
し
ぎ
の
国
の
天
才
た
ち

　
作
家
田
島
征
三
さ
ん
に
も
影
響
を
与

え
た
障
が
い
の
あ
る
作
家
が
、
自
由
な

発
想
で
色
や
形
を
表
現
し
ま
す
。「
ふ

し
ぎ
の
国
の
天
才
た
ち
」
に
よ
る
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
期
間

：

７
月
28
日
㈭
～
９
月
27
日
㈫

午
前
10
時
～
午
後
５
時
　
※
水
・
木

曜
日
休
館
（
８
月
は
無
休
）

■
会
場

：

絵
本
と
木
の
実
の
美
術
館

■
料
金

：

大
人
７
０
０
円
、
小･

中
学

生
３
０
０
円 

（
常
設
展
示
料
金
含

む
。
パ
ス
ポ
ー
ト
入
館
可
）
※
障
が

い
者
・
団
体
割
引
あ
り

　
展
覧
会
に
伴
う
ワ
ー
ク
シ
�
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト

も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

キ
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
展
（
仮
）

　
大
地
の
芸
術
祭
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
育
ま
れ
て
い
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
、
今
年
は
キ
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
さ
ん
が
来

市
し
ま
す
。
７
月
上
旬
か
ら
市
内
に
滞
在
し
、
制
作
す
る
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間

：

８
月
1
日
㈪
～
31
日
㈬
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時
　

※
水
曜
日
休
館
（
８
月
は
無
休
）

■
会
場

：

ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」

■
料
金

：

大
人
５
０
０
円
、
小･

中
学
生
３
０
０
円
（
常
設
展
示

料
金
含
む
。
パ
ス
ポ
ー
ト
入
館
可
）

　
大
地
の
芸
術
祭
の
里
の
魅
力
を
知
り

尽
く
し
た
ガ
イ
ド
が
案
内
し
ま
す
。

■
料
金

：

４
、
９
０
０
円
（
予
定
）

※
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
共
通
、
昼
食
、
ガ
イ

ド
、
お
み
や
げ
付
、
パ
ス
ポ
ー
ト
別

Ａ
コ
ー
ス
…
人
気
の
作
品
を
一
日
で
巡

れ
る
コ
ー
ス
。
う
ぶ
す
な
の
家
で
昼

食
が
楽
し
め
ま
す
。

■
催
行
日

：

７
月
30
日
㈯
、
８
月
６
日

㈯
、
13
日
㈯
、
20
日
㈯
、
27
日
㈯

■
鑑
賞
予
定
作
品

：

う
ぶ
す
な
の
家

（
昼
食
）、
光
の
館
、
絵
本
と
木
の
実

の
美
術
館
、
ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」、

脱
皮
す
る
家
ほ
か

■
発
着
場
所
・
時
間

：

午
前
９
時
10
分

越
後
湯
沢
駅
発
、
10
時
15
分
十
日
町

駅
西
口
発
、
午
後
５
時
20
分
十
日
町

駅
西
口
着
、
６
時
20
分
越
後
湯
沢
駅

着

Ｂ
コ
ー
ス
…
信
濃
川
沿
い
の
作
品
を
満

喫
で
き
る
ア
ー
ト
と
自
然
を
体
感
す

る
コ
ー
ス
。「
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
」

の
温
泉
も
入
れ
ま
す
。

■
催
行
日

：

７
月
31
日
㈰
、
８
月
７
日

㈰
、
14
日
㈰
、
21
日
㈰
、
28
日
㈰

■
鑑
賞
予
定
作
品

：

絵
本
と
木
の
実
の

美
術
館
、
再
構
築
、
ミ
オ
ン
な
か
さ

と
（
昼
食
・
温
泉
）、ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
、

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
ほ
か

■
発
着
場
所
・
時
間

：

午
前
９
時
10
分

越
後
湯
沢
駅
発
、
10
時
15
分
十
日
町

駅
西
口
発
、
午
後
４
時
20
分
十
日
町

駅
西
口
着
、
５
時
20
分
越
後
湯
沢
駅

着
※
行
程
は
、
各
日
と
も
変
更
に
な
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す

■
申
込
み
・
問
合
せ

：

「
大
地
の
芸
術

祭
の
里
」
総
合
案
内
所
（
☎
５
９
５

｜

６
６
８
８
）

■
ツ
ア
ー
催
行

：

森
宮
交
通
㈱
（
☎
０

２
６
９

｜

87

｜

２
７
３
６
）

大地の祭り2011夏
こ
の
夏
を
盛
り
上
げ
よ
う

企画展覧会

一
日
ア
ー
ト
ツ
ア
ー

越
後
妻
有
の
林
間
学
校

アート作品の開館

作品鑑賞パスポート

　
今
年
で
第
４
回
目
と
な
る
「
大
地
の
祭
り
」。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
専
門
家
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
�
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
「
越
後
妻
有
の
林
間
学
校
」
を
目

玉
に
、
約
１
６
０
点
の
ア
ー
ト
作
品
が
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

◎
林
間
学
校

　
Ｂ

：

８
月
５
日
㈮
～
7
日
㈰

　
Ｃ

：

８
月
12
日
㈮
～
14
日
㈰

　
Ｄ

：

８
月
19
日
㈮
～
21
日
㈰

　
Ｅ

：

８
月
26
日
㈮
～
28
日
㈰

■
対
象

：

ど
な
た
で
も
参
加
可 

※
小

学
生
以
下
は
大
人
の
同
伴
が
必
要

■
料
金

：

大
人
２
８
、
０
０
０
円
、
小

学
１
年
生
～
中
学
３
年
生
２
４
、
０

０
０
円 

（
２
泊
３
日
、
朝
２
・
昼
１
・

夕
２
食
付
）

■
定
員

：

各
回
40
人

■
宿
泊

：

三
省
ハ
ウ
ス

■
集
合
・
解
散

：

十
日
町
駅
も
し
く
は

ま
つ
だ
い
駅

■
内
容

：

ア
ー
ト
ツ
ア
ー
・
百
の
匠
塾
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ほ
か

■
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
専
門
家

：
Ｂ

＝
キ
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
・
田
島
征

三
・C

re
a
tiv

e
 fo

r H
u
m

a
n
ity

、

Ｃ
＝
山
上
徹
二
郎
・
宮
本
亜
門
・
日

比
野
克
彦
、
Ｄ
＝
野
田
正
彰
・
眞
田

岳
彦
・
高
橋
匡
太
・
池
内
了
、
Ｅ= 

尾
田
栄
章
・
ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン
・
加

藤
典
洋
・
森
繁
哉
　
※
ツ
ア
ー
以
外

に
も
、
鬼
太
鼓
座
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
予
定

2012年 越後妻有 大地の芸術祭に向けて

photo by
Takenori Miyamoto+

Hiromi Seno

photo by Takenori Miyamoto+Hiromi Seno

photo by Takenori Miyamoto+Hiromi Seno

photo by kazue kawase

photo by kazue kawase

photo by ANZAÏ

マウンテン
photo by Takeshi Kobayashi

うぶすなの家

光の館家の記憶

鉢＆田島征三・絵本と木の家の美術館

静寂あるいは喧騒の中で 脱皮する家

会期：2011年７月28日㈭〜８月28日㈰

作家：舛次崇　作品名：つのひつじ
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大地の芸術祭・おもてなし入門
「とおかまち応援寄附金（ふるさと納税）」制度を見直しました
　市では、まちづくりに活用する寄附金を「とおかまち応援寄附金（ふるさと納税）」制度で市内

外から広く受け付けていますが、このたび、寄附金を受け付けるメニューを見直しました。

　「地域経済の活性化・雇用の確保」や、寄附者が支援を希望するＮＰＯ法人を指定した上で寄附

することができるメニュー「市内ＮＰＯ法人の支援」を新設しました。

　このほか、10月以降、年間１万円以上寄附していただいた人へ、市の特産品の送付を予定して

います。

■問合せ：企画政策課企画政策係　☎757-3193

【見直し前のメニュー】

雪まつりや雪を楽しむイベントの開催

大地の芸術祭の開催や作品管理

子ども・高齢者・障がい者にやさしいまちづくり

子育てしやすい教育環境の整備

道路や住宅の雪対策

自然環境の保全

自然エネルギーの活用

スポーツ健康都市づくり

芸術文化活動の振興

市長にお任せ

【見直し後のメニュー】

雪まつりや雪を楽しむイベントの開催

大地の芸術祭の開催や作品管理

障がい者・高齢者にやさしいまちづくり

子育て・教育環境の整備

道路や住宅の雪対策

自然環境の保全・自然エネルギーの活用

スポーツ・芸術文化活動の振興

地域経済の活性化・雇用の確保【新設】

市内 NPO 法人の支援【新設】

市長にお任せ

名称変更

継続

継続

統合

統合

名称変更

継続

継続

おもてなし
を
準
備
す
る

　
地
元
こ
へ
び
隊
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
と
い
っ
し
ょ
に
、
大
地
の

芸
術
祭
の
ア
ー
ト
作
品
を
鑑
賞
し
、
地
元
の
「
す
て
き
」
な
も

の
を
発
見
し
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。
現
在
設
置
し
て
い
る
ア
ー

ト
作
品
の
内
容
や
制
作
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
ガ
イ
ド
な
ら

で
は
の
説
明
付
き
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
ア
ー

ト
や
地
域
の
魅
力
を
知
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
ツ
ア
ー
に
は
、
誰

か
に
話
し
た
く
な
る

知
識
や
情
報
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
来
年
開

催
さ
れ
る
大
地
の
芸

術
祭
に
訪
れ
る
観
光

客
に
、
ガ
イ
ド
さ
な

が
ら
に
解
説
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ツ
ア
ー
の
中
で

は
、「
越
後
妻
有
！

す
て
き
発
見
！
」
と

題
す
る
体
験
型
の

企
画
も
あ
り
ま
す
。

ア
ー
ト
作
品
だ
け
で

な
い
、
と
お
か
ま
ち

の
「
す
て
き
」
を
皆

さ
ん
で
発
見
し
ま

し
ょ
う
。

　大地の芸術祭のおもて
なしを向上させたい人
や、大地の芸術祭のガイ
ドになりたい人は、ぜひ
参加してください。

◎時間：午前９時集合、午後５時解散（予定）

◎料金：2,000円 （昼食代・作品鑑賞代含む）

◎定員：各コースとも20人

　　　　※中学生以下は、保護者同伴

◎最少催行人数：各コースとも５人以上

◎持ち物：飲み物、必要によりデジタルカメラ

■企画・運営

　市民活動ネットワーク　ひとサポ

■申込み・問合せ

　観光交流課芸術祭企画係　☎757-2637 

※ツアーで回るコースは、日時に関わらず基本的に同一

のコースです。都合の良い日時や集合場所から参加し

てください

日程 ８月２日㈫ ８月３日㈬ ８月20日㈯ ８月21日㈰

集合
場所

市役所
川西庁舎

市役所
中里庁舎

市役所
松代庁舎

市役所
本庁舎

申込
締切

７月27日㈬ ７月27日㈬ ８月12日㈮ ８月12日㈮

大地の芸術祭・おもてなし入門

　「とおかまち市民活動見本市『めっかめっか』2011」は、市内のNPO

や各種市民活動団体が一堂に会し、日ごろの活動を市民に広くＰＲする

場として開催されます。現在、その参加団体を募集しています。出展方

法は、ステージ発表・活動のパネル展示・体験コーナーなど、参加団体

の自由です。積極的に交流して、つながりや連携を深めましょう！

　
参
加
を
希
望
す
る
団
体
は
、
本
庁
・

各
支
所
庁
舎
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
用

紙
に
次
の
項
目
を
明
記
の
う
え
、
問
合

せ
先
へ
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

な
ど
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で

き
ま
す
。

①
団
体
名
②
代
表
者
名
③
連
絡
先
（
事

務
担
当
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
④
次
の

カ
ッ
コ
内
か
ら
希
望
出
展
方
法
を
選

び
、
詳
し
い
内
容
を
記
入
（
ス
テ
ー
ジ

発
表
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
相
談
ブ
ー
ス
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
パ
ネ
ル
展
示
・
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
飲
食
物
の
販
売
・

そ
の
他
）
※
複
数
回
答
可

■
募
集
締
め
切
り

　
８
月
１
日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

■
そ
の
他

①
７
月
か
ら
数
回
行
う
事
前
打
ち
合
わ

せ
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

②
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
、
ま
た
は

特
定
の
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
を
行

う
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
参
加
を

断
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
企
画
・
運
営

：

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
　

　
ワ
ー
ク
　
ひ
と
サ
ポ

■
問
合
せ

：

企
画
政
策
課
協
働
推
進
係

☎
７
５
７
―
３
６
９
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
７

５
２
―
４
６
３
５
、
電
子
メ
ー
ル

t-k
ik

a
k
u
@

city
.to

k
a
m

a
ch

i.lg
.jp

めっかめっかめっかめっか
参加団体
 大募集！

２
０
１
１

とおかまち市民活動見本市
10月16日㈰ 午前９時〜午後５時
中里ショッピングセンター U-MALL

2012年 越後妻有 大地の芸術祭に向けて協働のまち　づくり情報34

 「越後妻有！すてき発見！」ツアー参加者募集 「越後妻有！すてき発見！」ツアー参加者募集

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
「
み
ん
な
の
芸
術
祭
・
地

域
お
も
て
な
し
事
業
」
で
は
、
こ
の
夏
、「
越
後
妻
有
！
す
て
き

発
見
！
」
ツ
ア
ー
を
企
画
。
現
在
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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平
成
24
年
度
採
用
の
十
日
町
市
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

藍
綬
褒
章

（
消
防
功
労
）

（
消
防
功
労
）

青木　信作さん

（田戸・83歳）

　
永
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
活
動

に
従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

青
木
信
作
さ
ん
が
春
の
叙
勲
に
輝

き
ま
し
た
。

　
中
島
さ
ん
は
、
昭
和
30
年
に
消

防
団
員
を
拝
命
以
来
、
35
年
の
永

き
に
わ
た
り
、
消
防
活
動
に
従
事

し
、
幾
多
の
災
害
に
常
に
第
一
線

で
出
動
。
ま
た
、
昭
和
58
年
か
ら

は
川
西
町
消
防
団
分
団
長
と
し
て
、

団
員
の
育
成
指
導
、
防
災
意
識
の

高
揚
に
尽
力
し
ま
し
た
。
活
動
を

振
り
返
っ
て
青
木
さ
ん
は
、「
先
頭

に
立
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
豪
雪
時
の
活
動
が
思

い
出
深
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

小林　勝美さん

（寿町２・67歳）

　
永
年
に
わ
た
り
、
消
防
の
危
険

業
務
に
従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
小
林
勝
美
さ
ん
が
春
の
叙
勲

に
輝
き
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
昭
和
39
年
に
消

防
吏
員
と
し
て
消
防
士
を
拝
命
以

来
、
40
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
そ

の
豊
富
な
知
識
経
験
を
駆
使
し
、

時
代
の
変
化
に
即
応
し
た
地
域
消

防
体
制
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
12
年
か
ら
は
消
防
長
を
務
め

地
域
の
消
防
機
関
を
束
ね
ま
し

た
。
小
林
さ
ん
は
、「
組
織
は
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
大
事
で
す
。
今
回
の

受
章
は
職
員
全
体
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
、関
係
者
に
感
謝
し
ま
す
」

と
謙
虚
に
話
し
ま
し
た
。

（
防
衛
功
労
）

髙橋　貢さん

（吉田山谷・61歳）

樋熊　茂夫さん

（新座２・83歳）

　
永
年
に
わ
た
り
自
衛
隊
の
業
務

に
従
事
し
た
業
績
が
認
め
ら
れ
、

髙
橋
貢
さ
ん
が
春
の
叙
勲
に
輝
き

ま
し
た
。

　
髙
橋
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
に
高

田
自
衛
隊
第
２
普
通
科
連
隊
に
入

隊
し
、
35
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

危
険
を
伴
う
業
務
に
従
事
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
入
隊
後
も
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
に
取
り
組

み
、
37
歳
ま
で
競
技
を
続
け
、
国

体
で
は
国
体
Ｃ
（
35
歳
以
上
）
で

３
位
に
入
賞
す
る
な
ど
第
一
線
で

活
躍
し
ま
し
た
。
髙
橋
さ
ん
は
、

「
受
章
を
聞
い
た
と
き
は
、
私
が

い
た
だ
い
て
よ
い
も
の
か
と
驚
き

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
統
計
調
査
功
労
）

小野塚　保さん

（松之山東川・78歳）

　
永
年
に
わ
た
り
、
統
計
調
査
業

務
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
小
野
塚
保
さ
ん
が
春
の
褒
章

に
輝
き
ま
し
た
。

　
小
野
塚
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
か

ら
連
続
し
て
10
回
に
わ
た
り
農
林

業
セ
ン
サ
ス
調
査
員
に
従
事
し
た

こ
と
を
始
め
、
統
計
調
査
員
と
し

て
、
国
勢
調
査
に
４
回
、
工
業
統

計
調
査
に
11
回
な
ど
数
々
の
統
計

調
査
に
従
事
し
ま
し
た
。
小
野
塚

さ
ん
は
、「
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

こ
ん
な
に
長
く
や
っ
て
い
た
の
か

と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
家
族
の

支
え
や
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

で
き
た
こ
と
だ
と
、
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
　

（
統
計
調
査
功
労
）

　
永
年
に
わ
た
り
統
計
調
査
業
務

に
従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

樋
熊
茂
夫
さ
ん
が
春
の
叙
勲
に
輝

き
ま
し
た
。

　
樋
熊
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
以
来

32
回
に
わ
た
り
工
業
統
計
調
査
に

従
事
し
た
ほ
か
、
国
勢
調
査
な
ど

多
く
の
調
査
員
を
務
め
ま
し
た
。

昭
和
54
年
か
ら
は
十
日
町
市
統
計

調
査
員
協
議
会
長
と
し
て
統
計
調

査
員
の
士
気
の
充
実
発
展
に
力
を

注
ぎ
ま
し
た
。
樋
熊
さ
ん
は
、「
何

回
も
足
を
運
ん
で
の
調
査
は
大
変

で
し
た
。
み
ん
な
が
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
を
か
け
て
く
れ
る
な
ど
気
持

ち
良
く
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

叙
勲
・
褒
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
永
年
に
わ
た
り
活
躍
・
貢
献
し
た
皆
さ
ん
が
国
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
晴
れ
の
栄
誉
に
輝
い
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
般
事
務
上
級
　
若
干
名

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
24
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

【
第
１
次
試
験
⋮
筆
記
試
験
】

　
期
日
＝
９
月
４
日
㈰

　
会
場
＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
隣
）

　
試
験
科
目
＝
教
養
試
験
・
専
門
試
験
・

作
文
・
適
性
試
験

【
第
２
次
試
験
⋮
面
接
試
験
】

　
期
日
＝
10
月
上
旬
予
定
（
会
場
な
ど

の
詳
細
は
、
１
次
試
験
合
格
者
に
直

接
通
知
）

【
第
３
次
試
験
⋮
面
接
試
験
】

　
期
日
＝
10
月
下
旬
予
定
（
会
場
な
ど

の
詳
細
は
、
２
次
試
験
合
格
者
に
直

接
通
知
）

　
平
成
24
年
４
月
１
日

保
育
士
　
若
干
名

　
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
保
育
士
資
格
及
び
幼
稚
園

教
諭
免
許
の
両
方
を
有
す
る
人
ま
た

は
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
人

【
第
１
次
試
験
⋮
筆
記
試
験
】

　
期
日
＝
９
月
４
日
㈰

　
会
場
＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
隣
）

　
試
験
科
目
＝
教
養
試
験
・
専
門
試
験
・

作
文
・
適
性
試
験

【
第
２
次
試
験
⋮
面
接
試
験
】

　
期
日
＝
10
月
上
旬
予
定
（
会
場
な
ど

の
詳
細
は
、
１
次
試
験
合
格
者
に
直

接
通
知
）

【
第
３
次
試
験
⋮
面
接
試
験
】

　
期
日
＝
10
月
下
旬
予
定
（
会
場
な
ど

の
詳
細
は
、
２
次
試
験
合
格
者
に
直

接
通
知
）

　
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
８
月
10

日
㈬
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、
必
要
書
類
を
総
務
課
人
事

係
に
提
出
（
持
参
す
る
場
合
は
本
人
以

外
で
も
可
、
郵
送
可
※
８
月
10
日
㈬
ま

で
の
消
印
有
効
）

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
総
務
課
人

事
係
に
配
置
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
）

②
成
績
証
明
書
（
最
終
卒
業
学
校
の
も

の
。
来
春
卒
業
見
込
者
は
最
近
ま
で

の
も
の
）

③
卒
業
証
明
書
（
卒
業
見
込
者
は
卒
業

見
込
証
明
書
）

④
返
信
用
切
手
（
80
円
切
手
３
枚
）

※
申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
１
７
２
、
２
０
０
円
（
平
成
23
年
４

月
１
日
現
在
、
新
卒
者
の
場
合
。
職
歴

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
８
月
10

日
㈬
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、
必
要
書
類
を
総
務
課
人
事

係
に
提
出
（
持
参
す
る
場
合
は
本
人
以

外
で
も
可
、
郵
送
可
※
８
月
10
日
㈬
ま

で
の
消
印
有
効
）

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
総
務
課
人

事
係
に
配
置
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
）

②
成
績
証
明
書
（
最
終
卒
業
学
校
の
も

の
。
来
春
卒
業
見
込
者
は
最
近
ま
で

の
も
の
）

③
保
育
士
登
録
証
の
写
し
ま
た
は
保
育

士
資
格
証
明
書
の
写
し
（
取
得
見
込

者
は
資
格
取
得
見
込
証
明
書
）

④
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
写
し
（
取
得
見

込
者
は
取
得
見
込
証
明
書
）

⑤
返
信
用
切
手
（
80
円
切
手
３
枚
）

※
申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

　
１
５
２
、
８
０
０
円
（
平
成
23
年
４

月
１
日
現
在
、
新
卒
者
の
場
合
。
職
歴

に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

●
募
集
職
種
・
人
数
・
受
験
資
格

●
募
集
職
種
・
人
数
・
受
験
資
格

●
試
験
方
法

●
試
験
方
法

●
申
込
み

●
申
込
み

●
必
要
書
類

●
必
要
書
類

●
給
与
（
初
任
給
）

●
給
与
（
初
任
給
）

■
問
合
せ
　
総
務
課
人
事
係
　
☎
７
５
７
︱
９
７
８
７

●
採
用
日

●
採
用
日

平
成
₂₄
年
度
採
用
　
十
日
町
市
職
員
（
保
育
士
）
募
集

平
成
₂₄
年
度
採
用
　
十
日
町
市
職
員
（
一
般
事
務
上
級
）
募
集
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至越後川口

下条

下条栄町

北原上野

山本

至長野

至長野

美佐島

しんざ

キナーレ

魚沼中条

ラピーヌ
雪街道

ほくほく線 十日町

吉
田

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス

まつだい

まつだい
ふるさと会館

土市

越後水沢

ユーモール

越後田沢

越後鹿渡

高
館ト
ン
ネ
ル

飯

　山

　線

至小千谷

至魚沼

至長岡

至塩沢

至塩沢

至南魚沼

至上越

至上越

至上越

至犀潟

至柏崎

至柏崎

１１７

１１７

２５２

２５２

４０３

４０３

４０３

２５３

２５３２５３

３５３

３５３

３５３

４０５

大
沢
山

ト
ン
ネ
ル

十二峠トンネル

八箇トンネル

薬師トンネル

1 2

3

4

1021

12

9
24

25

28

26

27

17

16

5

7

8

11

6

14

18

13

ゆ
く
ら
妻
有

15

20
19

23
22

山崎

池尻

松之山

美人林

飛渡公民館

仙田体験
交流館キラリ

松之山温泉

おふくろ館

三省ハウス

千手温泉
千年の湯

川　西

十日町

中　里

松　代

松之山

妻有焼
陶芸センター

ミ
オ
ン
な
か
さ
と

十日町市内
直売所マップ

十日町
No 名称 場所

有人
無人

期間 営業日 営業時間

1
下条

新鮮野菜クラブ
ヤンマー農機新
潟十日町支店前

有人 ７月〜 11月 毎週土・日曜日 午後１時30分〜５時

2
火曜・金曜
あおぞら市

 ㈱ミズワ商会前 有人 ５月〜９月 火・金曜日 午後４時〜６時

3 しっつい 新　水 有人
５月連休、
６月中旬〜

10月
毎日

月〜金曜日／
午後３時〜６時
土・日曜日／

午前10時〜午後６時

4
美佐島

農産物直売所
美佐島 無人

４月中旬〜
　11月中旬

毎日 １日中

5
庭野さん家の

直売所
西寺町 無人 ６月〜 11月 毎日 午前７時〜午後５時

6 キナーレ市
越後妻有交流館

キナーレ内
有人 通年 土・日曜日・祝日

午前８時30分
〜午後４時

7 母ちゃん野菜 妻有町 有人 ６月〜 11月 毎日
午前５時30分
〜７時30分

8
四季彩館

ベジぱーく
JA十日町本店隣 有人 通年

毎日（11月〜４月
水曜日定休）

午前９時30分〜午後６時
（冬季は10時から）

9 入間こぶし会 野　中 有人
５月〜

11月中旬
日曜日

午前８時30分
〜午後２時

10
佐藤さん家の

直売所
小　泉 無人 ６月〜 11月 毎日

午前７時30分
〜午後６時

No 名称 場所
有人
無人

期間 営業日 営業時間

22 美人林　青空市 美人林入口 無人 ４月〜 11月 毎日（不定休） 午前７時〜午後６時

23 美人林　森森市 美人林入口 有人 ４月〜 11月中旬 毎日（不定休） 午前８時〜午後５時

24 松之山温泉朝市 松之山温泉 有人 ５月〜 10月 日曜日 午前６時〜７時30分

25 グリーン大海 松之山十字路 無人
４月中〜５月初

７月〜 11月
毎　日

午前８時30分
〜午後６時30分

26 じょうもんの市
松之山黒倉

「おふくろ館」隣
無人 ４月〜 11月上旬 土曜・日曜日 午前８時〜午後５時

27
無人市

かやの里
松之山上川手

観音寺バス停付近
無人 ５月〜 11月 毎　日 午前８時〜午後５時

28 小谷青空市場
松之山小谷

小谷バス停付近
無人 ４月下旬〜 11月 毎　日 午前８時〜午後５時

No 名称 場所
有人
無人

期間 営業日 営業時間

19
フリーマーケット

愛の風
まつだい

ふるさと会館
有人

４月中旬〜
　11月下旬

日曜日・祭日 午前９時〜正午

20 大地の会
まつだいふるさと会
館（ショッピングセ

ンター常春内）
有人 通年 毎日

午前８時30分〜午後８時
（冬季は７時まで）

21
太平ふれあい

市場
太平

国道253号脇
有人 ５月〜 11月

毎週水・土・日
曜日

午前10時〜午後６時

中 

里

No 名称 場所
有人
無人

期間 営業日 営業時間

13 あちこたねえ市
Ｕモール

アーケード内
有人 ５月〜 11月 日曜日 午前９時〜12時

14 釜　川 高道山 有人 ４月〜 11月 毎週土・日曜日 午前９時〜午後５時

15
ゆくらひやく

直売組合
ゆくら妻有売店内 有人 通年

毎日
（水曜日定休）

午前10時〜午後９時

16
とっこちゃんちの
グリーンサラダ

原　町 無人
６月中旬〜
　11月中旬

毎日 午前６時〜午後７時

17
中里ふるさと館
ラピーヌ雪街道

ラピーヌ雪街道
売店内

有人 通年
毎日

（水曜日定休）
午前９時〜午後５時30分

18
ミオンなかさと　

すずらん
ミオンなかさと

売店内
有人 通年

毎日
（毎月最終木曜日定休）

※７・８・12月は無休

午前10時〜午後10時
（冬季は９時まで）

No 名　　称 場　　所
有人
無人

期　　間 営業日 営業時間

11
千年の市
じろばた

千手温泉千年の湯
　隣

有人 通　年
毎日

（冬季月曜日定休）
午前９時

〜午後５時30分

12 仙田楽楽市場 仙田体験交流館前 有人 通　年
毎日

（水曜日定休）
午前８時〜午後４時

とおかまちの夏は
地元産野菜の

野菜がたくさん！
直売所を紹介します新鮮で！

おいしい！

※地元産野菜は、市内の小売店・大型店などでも積極的に販売しています

※市内の直売所は、この他にもあります

　私たち十日町市の生産者は、大切に、こだ
わって作った野菜を直接消費者へ届けるため
にがんばっています。朝採りで新鮮な野菜が
並ぶ直売所にぜひお寄りください。

■問合せ：農林課農業企画係

　　　　　☎757-3120

松
之
山

松 代

川 

西

地産地消を推進します

　市内には直売所がたくさんあります。
この夏は直売所めぐりをしてみません
か。新しい野菜や生産者との出会いがあ
なたを待っています。

あちこたねえ市の皆さん（中里）

カルビタちゃん ぼんてんくん キャベツちゃん
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22年度
税 率

所得割

医療給付分

5.3％

資産割 10.0％

均等割 23,000円

平等割 23,000円

限度額 510,000円

所得割

介護納付分

1.5％

均等割 12,000円

限度額 120,000円

所得割

後期支援分

2.1％

均等割 12,000円

限度額 140,000円

所得割

医療給付分

5.3％

資産割 10.0％

均等割 23,000円

平等割 23,000円

限度額 500,000円

所得割

介護納付分

1.5％

均等割 12,000円

限度額 100,000円

所得割

後期支援分

2.1％

均等割 12,000円

限度額 130,000円

23年度
税 率

据え置き

据え置き

20,000円引き上げ

据え置き

据え置き

10,000円引き上げ

据え置き

改定内容

据え置き

据え置き

据え置き

10,000円引き上げ

　
次
の
条
件
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る

世
帯
は
、
原
則
と
し
て
世
帯
主
の
年
金

か
ら
国
保
税
が
天
引
き
で
徴
収
さ
れ
ま

す
。
特
別
徴
収
が
始
ま
る
際
に
は
、
事

前
に
通
知
を
し
ま
す
。

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
で
あ
る
こ
と

②
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ

る
こ
と

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年

額
が
18
万
円
以
上
で
あ
り
、
国
保
税

と
介
護
保
険
料
を
合
わ
せ
て
、
年
金

額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
こ
と

　
た
だ
し
、
年
金
天
引
き
を
希
望
し
な

い
場
合
は
口
座
振
替
で
納
入
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、
市
民
生
活
課
国
保

係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
書
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ
ん

　「
国
民
健
康
保
険
」
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
加
入
者
が
保
険
税
を

出
し
合
っ
て
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
向
上
な
ど
で
、
医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
必
要
な
医
療
を
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
た

め
に
は
、
一
定
の
国
保
税
を
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
医
療
費
は
引
き
続
き
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
は
、
限
度
額
だ
け
を

引
き
上
げ
、
税
率
は
据
え
置
き
と
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）

　
次
の
理
由
に
該
当
し
、
国
保
税
を
納

付
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
世
帯
に

つ
い
て
は
、国
保
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

減
免
を
受
け
る
に
は
、
申
請
書
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
制
度

　
国
保
税
は
、
医
療
給
付
分
と
後
期
高

齢
者
医
療
支
援
分
の
合
計
額
と
し
て
算

定
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
40
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
人
は
、
介
護
保
険
の
第
2
号

被
保
険
者
と
し
て
介
護
納
付
分
を
加
え

た
額
が
年
間
の
国
保
税
と
な
り
ま
す
。

　
国
保
税
は
加
入
し
て
い
る
家
族
の
分

を
合
計
し
て
世
帯
主
に
通
知
し
ま
す
。

納
入
通
知
書
は
7
月
15
日
㈮
に
発
送
す

る
予
定
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
税
し

て
く
だ
さ
い
。

※国保税の軽減制度

　所得の低い世帯は国保税が軽減されます。

　前年の所得状況により、被保険者均等割と世帯別平等割がそれぞれ

　２割・５割・７割の軽減となります。

国
民
健
康
保
険
税
率
の
お
知
ら
せ

国民健康保険証と高齢受給者証の更新

①
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
の
ほ
か

の
災
害
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど
が

著
し
い
損
害
を
受
け
た
世
帯

②
倒
産
、
廃
業
、
休
業
、
失
業
、
疾
病
、

そ
の
ほ
か
の
理
由
に
よ
り
所
得
が
著

し
く
減
少
し
た
世
帯

③
そ
の
ほ
か
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
世
帯

　
な
お
、
減
免
申
請
の
理
由
に
よ
り
提

出
す
る
確
認
資
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
市
民
生
活
課
国
保
係
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
　

国民健康保険税の計算例
２人暮らしで自営業を営む世帯の場合

　★世帯の中の国保加入者（夫50歳・妻48歳）……………２人

　★営業所得……………………………………………… 200万円

　★固定資産税額（土地・家屋）………………………45,000円

〈医療給付分〉

　①所得割　（200万円－基礎控除33万円）×5.3％＝88,510円

　②資産割　45,000円×10％＝4,500円

　③均等割　２人×23,000円＝46,000円

　④平等割　23,000円

　合計Ａ（①＋②＋③＋④）＝162,000円（100円未満切り捨て）

〈後期支援分〉

　①所得割　（200万円－基礎控除33万円）×2.1％＝35,070円

　②均等割　２人×12,000円＝24,000円

　合計Ｂ（①＋②）＝59,000円（100円未満切り捨て）

〈介護納付分〉

　①所得割　（200万円－基礎控除33万円）×1.5％＝25,050円

　②均等割　２人×12,000円＝24,000円

　合計Ｃ（①＋②）＝49,000円（100円未満切り捨て）

世帯の国保税の合計＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝270,000円

　国民健康保険証と高齢受給者証（該当者のみ）の更新分

を世帯単位で郵送します。学生の保険証も市内の世帯主あ

てに送ります。発送は７月22日㈮の予定です。

　保険証は国民健康保険の加入者全員に、高齢受給者証は

70歳から74歳の人に送ります。

　今までの保険証と高齢受給者証は８月１日㈪からは使え

なくなりますので、各自で処分してください。

　保険証などが届きましたら、住所･世帯主氏名･被保険者

氏名などを確認し、記載事項が誤っている場合は市民生活

課国保係まで連絡してください。また、保険証裏面の注意

事項をよく読んでください。

【有効期限】

　通常の有効期限は平成24年７月31日ですが、医療制

度の違いにより、次の人は有効期限が異なります。

　①平成24年７月31日までに75歳に到達する人

　②現在退職者医療制度の適用を受けている人で、平成

　　24年７月１日までに65歳に到達する人及び被扶養者

※有効期限が平成24年７月31日でない人には、期限が

　切れる前に新しい保険証を送付します

　医療機関や薬局で処方される薬に

は、同じ成分・同じ効き目でも価格

の安い薬があります。

　新薬（先発医薬品）に対し、安い

薬は「ジェネリック医薬品（後発医

薬品）」と呼ばれ、新薬の特許期間

が満了した後に、厚生労働省の承認

のもとに発売されます。開発コスト

が抑えられるため、価格が安く設定

され、患者さんの薬代の負担を軽く

する薬です。

　今回、保険証といっしょに希望

カードを配布しますので、ジェネ

リック医薬品を希望する人は、医療

機関や薬局の窓口にカードを提示し

てください。

　ただし、ジェネリック医薬品を使

えない場合もありますので、医療機

関などで確認してください。

ジェネリック（後発）
医薬品希望カードの配布

年
々
増
え
る
医
療
費︵
保
健
給
付
費
︶

　
昨
年
度
の
医
療
費
は
約
58
億
４
百
万

円
で
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
医
療

費
が
増
加
す
る
と
国
保
税
に
影
響
し
ま

す
。
市
で
は
、
各
種
保
険
事
業
で
、
健

康
管
理
や
疾
病
予
防
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
医
療
費
を
抑

え
、
国
保
税
を
安
く
す
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
気
を
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

■
問
合
せ

：

市
民
生
活
課
国
保
係
　
☎
７
５
７

｜

３
７
３
５
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
人
の
保
険
証
は
、
７
月
31
日
㈰
で

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
８
月
１
日
㈪

か
ら
使
用
す
る
若
草
色
の
保
険
証
は
、

７
月
20
日
㈬
頃
に
送
付
し
ま
す
。

　
８
月
に
な
っ
て
も
保
険
証
が
届
か
な

い
場
合
や
、
届
い
た
保
険
証
に
記
載
誤

り
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
民
生
活

課
国
保
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、
同
一

世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

の
前
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
判
定
し
て

い
ま
す
。
今
月
送
付
す
る
若
草
色
の
保

険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
割
合
（
１
割

ま
た
は
３
割
）
は
、
８
月
１
日
か
ら
１

年
間
適
用
と
な
る
医
療
費
の
自
己
負
担

割
合
で
す
。

◆
１
割
負
担
と
な
る
人

　
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
中
に
、
住
民
税
の
課
税
標
準

額
が
１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
な
い

人
。

◆
３
割
負
担
と
な
る
人
（
現
役
並
み
所

●
問
合
せ

：

市
民
生
活
課
国
保
係
　
☎
７
５
７
|
３
７
３
５

保
険
証
の
更
新

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

５
、
３
０
０
円
で
す
。

所
得
割
額

：

料
率
は
７
・
15
％
で
、
平

成
22
年
中
の
所
得
金
額
な
ど
を
基
に

算
定
し
ま
す
。

◆
保
険
料
の
軽
減
制
度

○
所
得
の
低
い
人
へ
の
軽
減

　
　
平
成
22
年
中
の
所
得
状
況
に
応
じ

　
て
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

均
等
割
額

：

世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ

て
９
割
、
８
・
５
割
、
５
割
、
２
割

の
軽
減
と
な
り
ま
す
。

所
得
割
額

：

個
人
の
所
得
状
況
に
応
じ

て
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

○
制
度
加
入
前
日
に
、
会
社
の
健
康
保

険
な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
へ
の

軽
減

　
　
制
度
加
入
前
日
に
、
被
用
者
保
険

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
、
均
等
割

額
は
９
割
軽
減
と
な
り
、
所
得
割
額

は
か
か
り
ま
せ
ん
。（
市
の
国
保
や
国

保
組
合
に
加
入
し
て
い
た
人
が
異
動

し
た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

◆
４
月
の
年
金
か
ら
既
に
納
付
し
て
い

る
人
【
特
別
徴
収
】

10
・
12
・
２
月
の
納
付
額

：

確
定
し
た

年
間
保
険
料
額
か
ら
、
４
・
６
・
８

月
の
納
付
額
を
差
し
引
い
た
残
額

を
、
10
・
12
・
２
月
の
年
金
か
ら
天

　
得
者
）

　
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
中
に
、
住
民
税
の
課
税
標
準

額
が
１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
る

人
。

※
た
だ
し
、
住
民
税
の
課
税
標
準
額
が

１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
る
場
合

で
も
、
次
に
該
当
す
る
人
は
申
請
に

よ
り
１
割
負
担
と
な
り
ま
す

○
同
一
世
帯
に
加
入
者
が
１
人
の
場
合

　
そ
の
人
の
収
入
の
合
計
金
額
が
３

８
３
万
円
未
満
の
人
。
ま
た
は
、
そ

の
人
の
収
入
と
同
一
世
帯
の
70
～
74

歳
の
人
全
員
の
収
入
の
合
計
金
額
が

５
２
０
万
円
未
満
の
人
。

○
同
一
世
帯
に
加
入
者
が
複
数
い
る
場
合

　
加
入
者
全
員
の
収
入
の
合
計
金
額

が
５
２
０
万
円
未
満
の
人
。

　
年
間
保
険
料
額
の
通
知
書
を
、
７
月
15

日
㈮
に
該
当
と
な
る
人
へ
送
付
し
ま
す
。

◆
保
険
料
額
の
計
算
方
法

　
均
等
割
額
と
所
得
割
額
の
合
計
が
年

間
保
険
料
額
と
な
り
ま
す
。（
賦
課
限

度
額
は
50
万
円
）

均
等
割
額

：

１
人
当
た
り
年
間
で
３
万

引
き
と
な
り
ま
す
。

◆
７
月
か
ら
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

で
納
付
す
る
人
【
普
通
徴
収
】

　
確
定
し
た
年
間
保
険
料
額
を
、
７
月

か
ら
平
成
24
年
３
月
の
間
に
分
割
し
て

納
め
て
も
ら
い
ま
す
。

　
月
々
の
保
険
料
額
は
、
通
知
書
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

※
年
度
途
中
で
年
金
天
引
き
に
切
り
替

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は

事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
保
険
料
の
納
め
方
が
変
更
で
き
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の

納
付
方
法
は
、
原
則
と
し
て
年
金
天
引

き
で
す
が
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
市

民
生
活
課
国
保
係
ま
た
は
各
支
所
市
民

課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

：

保
険
料
の
口

　
座
振
替
依
頼
書
の
本
人
控
え
、
保
険

　
証
、
印
か
ん

※
納
め
た
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び
住

民
税
の
申
告
の
際
に
、
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
家
族

の
口
座
か
ら
の
納
付
に
変
更
し
た
場

合
は
、
社
会
保
険
料
控
除
が
実
際
に

負
担
し
た
人
に
適
用
さ
れ
、
世
帯
全

体
の
所
得
税
や
住
民
税
の
税
額
に
影

響
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

平
成
23
年
度
の
保
険
料

保
険
料
の
納
付
方
法

７
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

月
間
で
す

■
献
血
功
労
者
に
感
謝
状
贈
呈

　
十
日
町
市
献
血
友
の
会
連
合
会
（
宮

澤
勝
宏
会
長

：

写
真
中
央
）
で
は
、
毎

年
献
血
功
労
者
に
感
謝
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
５
人
が

該
当
し
、
5
月
20
日
㈮
、
贈
呈
式
が
あ

り
ま
し
た
。

◎
２
５
０
回
　
白
井
義
尊
さ
ん（
寺
尾
・

　
写
真
右
）

◎
１
５
０
回
　
藤
木
和
夫
さ
ん
（
中
条

　
旭
町
・
写
真
左
）、
井
ノ
川
一
司
さ

　
ん
（
如
来
寺
）、星
名
　
究
さ
ん
（
中

　
条
旭
町
）

◎
１
０
０
回
　
高
橋
　
昇
さ
ん（
三
領
）

　
こ
の
う
ち
、
２
人
か
ら
献
血
に
対
す

る
思
い
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
寄
稿
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
　

　
健
康
で
献
血
　
目
指
す
は
２
０
０
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
木
　
和
夫

　「
趣
味
は
献
血
」
と
今
で
は
公
言
し

て
い
ま
す
が
、
実
は
10
回
目
の
献
血
は

42
歳
で
し
た
。
最
初
の
献
血
が
い
つ

　
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
献
血
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
井
　
義
尊

　
先
般
、
献
血
功
労
者
と
し
て
感
謝
状

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
私
は
、
16
歳
で
最
初
の
献
血
を

し
ま
し
た
。
２
５
０
回
と
継
続
で
き
た

の
も
、
自
分
自
身
が
健
康
で
あ
っ
た
結

果
で
す
。

　
血
液
の
助
け
合
い
が
献
血
に
な
る
わ

■
問
合
せ

：

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

９
７
５
９

だ
っ
た
か
も
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
一
枚

目
の
献
血
手
帳
が
無
い
か
ら
で
す
。
そ

の
後
も
年
に
２
〜
３
回
程
度
の
献
血
で

50
歳
で
よ
う
や
く
40
回
に
達
し
ま
し

た
。
55
歳
頃
か
ら
成
分
献
血
に
精
を
出

す
よ
う
に
な
り
回
数
も
ど
ん
ど
ん
増
え

て
い
き
ま
し
た
が
、
60
歳
を
目
前
に
指

に
大
け
が
を
負
っ
て
し
ま
い
、
し
ば
ら

く
足
踏
み
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸

い
輸
血
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
献
血
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
、
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
年
齢
制
限
の
69
歳
ま
で
あ
と

　
7
月
は
、
全
国
一
斉
に
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
献
血
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
よ
り
安
全
に
血
液
を
供
給
す
る
た
め
の

４
０
０
ml
献
血
及
び
成
分
献
血
へ
の
継
続
的
な
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

3
年
と
迫
っ
て
き
て
、
目
標
の
２
０
０

回
が
微
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
で

な
け
れ
ば
献
血
も
運
動
も
出
来
な
い
の

で
、
妻
の
協
力
の
下
、
食
生
活
と
体
力

維
持
を
図
り
な
が
ら
、
定
休
日
は
長
岡

の
千
秋
が
原
に
新
装
移
転
し
た
献
血

ル
ー
ム
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　
骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
は
、
献

血
ル
ー
ム
が
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ド
ナ
ー
登
録
後
に
骨
髄
提
供
が
決
定
す

る
と
、
骨
髄
採
取
や
健
康
診
断
に
至
る

ま
で
、
10
日
間
程
度
の
期
間
が
必
要
で

す
。
し
か
し
、
休
業
補
償
が
な
い
た

め
、
ド
ナ
ー
に
負
担
と
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　
企
業
に
よ
っ
て
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
応

援
活
動
と
し
て
「
ド
ナ
ー
休
暇
」
を
導

入
し
、
従
業
員
に
特
別
休
暇
を
認
め
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
十
日
町
市

内
の
企
業
で
も
、
「
ド
ナ
ー
休
暇
」
を

導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

個
人
の
有
給
休
暇
だ
け
で
は
ド
ナ
ー
登

録
が
進
み
ま
せ
ん
。
献
血
に
合
わ
せ

て
、
ド
ナ
ー
登
録
及
び
「
ド
ナ
ー
休

暇
」
の
導
入
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
骨
髄
バ
ン
ク
応
援
活
動

　「
ド
ナ
ー
休
暇
」
に
つ
い
て

け
で
す
が
、
献
血
を
す
る
者
の
健
康
が

あ
っ
て
こ
そ
の
協
力
に
な
り
ま
す
。
採

血
基
準
で
は
、
69
歳
ま
で
の
献
血
が
可

能
で
す
。
こ
の
先
も
、
自
身
の
健
康
管

理
を
行
い
、
血
液
を
必
要
と
し
て
い
る

人
た
ち
の
力
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
老
若
男
女
よ
、
献
血
に
行
こ
う
ぜ
！

200ml 400ml

年　　齢 16〜69歳
男性17〜69歳
女性18〜69歳

体　　重
男性45㎏以上
女性40㎏以上

男女とも50㎏以上

最高血圧 90㎜hg以上

年間回数
男性６回以内
女性４回以内

男性３回以内
女性２回以内

献血間隔
男女とも４週間後
の同じ曜日から

男性は12週間後、女性
は16週間後の同じ曜日
から

主な献血基準（平成23年４月１日一部改正）

※65〜69歳までの人は、60〜64歳までの間に献血の経験
　がある人に限られます
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◎
朗
読
劇
　

　
井
上
ひ
さ
し
作
　「
父
と
暮
せ
ば
」

　
劇
団
昴
の
俳
優
３
人
に
よ
る
朗
読

劇
。
原
爆
で
愛
す
る
人
た
ち
を
失
っ
た

女
性
が
亡
く
な
っ
た
は
ず
の
父
親
に
励

ま
さ
れ
て
絶
望
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
く

物
語
で
す
。
井
上
ひ
さ
し
の
名
作
を
プ

ロ
の
朗
読
で
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
７
月
30
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
入
場
料
＝
５
０
０
円

◎
本
を
か
か
え
て
集
ま
ろ
う
！

　
読
書
サ
ロ
ン
「
井
上
ひ
さ
し
」
編
　

　
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
お
気
に
入
り
の
本

を
持
ち
寄
り
、
そ
の
感
想
や
魅
力
に
つ

い
て
語
り
合
い
ま
す
。
今
回
は
井
上
ひ

さ
し
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
＝
７
月
31
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午

　
今
年
は
７
月
30
日
㈯
～
８
月
７
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
楽

し
め
る
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
会
期
中
に
来
館
す
る
と
、
フ
ェ
ア
限
定

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
利
用
者
カ
ー
ド
を
作
成
で
き
ま
す
。（
８
月
１
日
㈪
は

休
館
日
）

■
会
場
・
問
合
せ

：

情
報
館
　
☎
７
５
７

｜

５
１
０
０

第
２
回
「
情
報
館
ま
る
ご
と
体
感
フ
ェ
ア
」
開
催

〜
文
学
・
科
学
・
福
祉
・
音
楽
　
ま
る
ご
と
情
報
館
で
！
〜

◎
講
演
会
「
没
後
99
年
（
百
回
忌
）

　
石
川
啄
木
の
人
生
に
学
ぶ
」　

　
今
年
は
石
川
啄
木
の
百
回
忌
。
26
年

の
波
瀾
の
生
涯
を
た
ど
り
、
そ
の
実
像

に
迫
り
ま
す
。
啄
木
の
ひ
た
む
き
な
人

生
は
、
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
私
た
ち
に
与

え
て
く
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
８
月
２
日
㈫

　
午
後
７
時
～
９
時

■
講
師
＝
山
下
多
恵
子
さ
ん
（
国
際
啄
木

　
学
会
理
事
・
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

■
定
員
＝
先
着
１
０
０
人

文
学
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
味
わ
う

読
書
の
間
に
リ
ラ
ッ
ク
ス

◎
心
和
ま
す
ミ
ニ
演
奏
会
　

　
昨
年
好
評
だ
っ
た
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で

の
ミ
ニ
演
奏
会
を
今
年
も
行
い
ま
す
。

読
書
の
合
間
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
７
月
31
日
㈰
・
８
月
６
日
㈯
・

　
７
日
㈰
　
午
後
３
時
～
３
時
30
分

■
出
演
予
定
＝
双
葉
会
（
琴
）、
十
日

町
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ほ
か

絵
本
や
紙
芝
居
を
楽
し
も
う

◎
読
み
聞
か
せ
の
会
「
ど
ん
ぐ
り
」
招

　
へ
い
　「
紙
芝
居
お
じ
さ
ん
が
や
っ

　
て
き
た
！
」　

　
子
ど
も
が
楽
し
め
る
紙
芝
居
と
「
黄

金
バ
ッ
ト
」
な
ど
の
大
人
が
楽
し
め
る

懐
か
し
い
紙
芝
居
を
上
演
し
ま
す
。

■
出
演
＝
小
泉
光
久
さ
ん

■
日
時
＝
８
月
６
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

◎
夏
休
み
お
は
な
し
会
ウ
ィ
ー
ク
　
　

　
十
日
町
市
・
津
南
町
の
読
み
聞
か
せ

団
体
が
持
ち
回
り
で
毎
日
お
は
な
し
会

を
行
い
ま
す
。
各
団
体
の
楽
し
い
読
み

聞
か
せ
を
ぜ
ひ
聞
き
に
き
て
く
だ
さ

い
。

■
日
時
＝
８
月
６
日
㈯
を
除
く
会
期
中

　
毎
日
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

■
対
象
＝
幼
児
～
小
学
生
低
学
年

視
覚
障
が
い
者
支
援
の
活
動
を
紹
介

◎
十
日
町
朗
読
サ
ー
ク
ル
（
音
訳
）　

　
サ
ー
ク
ル
の
活
動
紹
介
展
示
や
音
訳

機
器
の
体
験
を
行
い
ま
す
。
会
期
中
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
講
習
会
も
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
＝
７
月
31
日
㈰
～
８
月
７
日
㈰

　
午
後
１
時
～
４
時
（
土
・
日
曜
日
は

　

午
前
10
時
～
４
時
）

※
８
月
６
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら
毎

月
の
定
例
勉
強
会
を
公
開
し
ま
す
。
ぜ

ひ
そ
の
様
子
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
明
窓
会
（
点
訳
）

　
点
字
に
触
れ
て
み
よ
う
。
点
字
を

打
っ
て
み
よ
う
。
点
字
が
つ
い
て
い
る

日
用
品
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
。
盲
導
犬

「
ラ
ケ
ル
タ
」
に
会
え
ま
す
。（
２
日
間

と
も
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
）

■
日
時
＝
７
月
31
日
㈰
・
８
月
６
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

自
然
に
ふ
れ
、
科
学
・
環
境
を
考
え
る

◎
ク
ワ
ガ
タ
・
カ
ブ
ト
ム
シ
の
解
剖
と

　
標
本
づ
く
り
教
室

　
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
を

使
っ
た
解
剖
や
標
本
づ
く
り
を
キ
ョ
ロ

ロ
の
研
究
員
が
教
え
ま
す
。

　
キ
ョ
ロ
ロ
か
ら
持
っ
て
き
た
生
き
た

カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
に
も
触

れ
合
え
ま
す
。

■
日
時
＝
７
月
30
日
㈯
　

　
１
回
目

：

午
後
１
時
～
３
時

　
２
回
目

：

午
後
３
時
～
５
時

■
定
員
＝
各
回
15
人
（
当
日
先
着
順
）

◎
植
物
標
本
づ
く
り
教
室

　
植
物
を
使
っ
た
標
本
や
本
の
し
お
り

の
作
り
方
を
キ
ョ
ロ
ロ
の
研
究
員
が
教

え
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
葉
の
違
い
を
見

比
べ
る
「
葉
っ
ぱ
図
鑑
」
な
ど
も
楽
し

め
ま
す
。

■
日
時
＝
８
月
２
日
㈫
　
午
後
１
時
～

　
５
時
（
時
間
中
随
時
受
付
）

◎
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
コ
ー
ヒ
ー
セ
ミ

ナ
ー
〜
持
続
可
能
な
コ
ー
ヒ
ー
と
は

何
か
？
〜

　〝
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
コ
ー
ヒ
ー
〟
と

は
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
持
続

可
能
性
）に
配
慮
し
、自
然
環
境
や
人
々

の
生
活
を
良
い
状
態
に
保
つ
こ
と
を
目

指
し
て
生
産
・
流
通
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー

の
総
称
で
す
。
そ
う
し
た
コ
ー
ヒ
ー
の

役
割
や
影
響
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

試
飲
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時
＝
８
月
３
日
㈬
　
１
回
目

：

午

後
３
時
～
４
時
30
分
、
２
回
目

：

午

後
６
時
30
分
～
８
時

■
定
員
＝
各
回
20
人
（
申
込
先
着
順
）

■
参
加
費
＝
５
０
０
円

■
講
師
＝
盛
岡
貴
裕
さ
ん
（
自
家
焙
煎

珈
琲
ミ
ー
ル
ク
ラ
フ
ト
）

◎
さ
わ
っ
て
、動
か
し
て
、ナ
ッ
ト
ク
！

　「
発
電
・
節
電
と
明
か
り
の
し
く
み
」

　
電
気
を
起
こ
す
し
く
み
や
電
気
か
ら

明
か
り
を
つ
け
る
し
く
み
、
そ
し
て
電

球
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
る
節
電
の
し

く
み
を
、
模
型
や
道
具
を
使
っ
て
楽
し

み
な
が
ら
学
ぶ
出
前
実
験
室
で
す
。

■
日
時
＝
８
月
４
日
㈭
午
前
10
時
～
正

　
午
（
時
間
中
随
時
入
場
可
能
）

望
遠
鏡
で
月
や
土
星
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
宇
宙
や
天
体
の
本
を
紹
介
す
る

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
も
行
い
ま
す
。

■
日
時
＝
８
月
４
日
㈭
・
５
日
㈮
　
午

後
７
時
～
９
時
（
雨
天
の
場
合
、
４

日
は
中
止
、
５
日
は
情
報
館
内
で
星

空
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
を
行
い
ま
す
）

■
講
師
＝
南
雲
敏
夫
さ
ん
（
自
然
観
察

指
導
員
）

■
定
員
＝
各
日
30
人
（
要
事
前
申
込
）

■
持
ち
物
＝
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
撮
影

に
使
用
し
ま
す
）

掘
り
出
し
物
の
本
を
見
つ
け
よ
う

◎
リ
サ
イ
ク
ル
本
10
円
市い
ち

　
情
報
館
で
不
用
に
な
っ
た
本
を
一
冊

10
円
で
提
供
し
ま
す
。
今
回
は
、
自
分

の
持
っ
て
い
る
不
用
な
本
を
提
供
し
た

い
人
も
募
り
ま
す
。
ぜ
ひ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
７
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

■
出
店
申
込
み
＝
７
月
22
日
㈮
ま
で
に

情
報
館
へ
（
各
日
、
６
組
ま
で
。
提

供
す
る
本
の
搬
入
と
搬
出
と
販
売
は

自
分
で
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
）

情
報
館
の
施
設
や
仕
事
を
体
感
す
る

◎
「
大
事
な
本
を
長
持
ち
に
！
」

　
　
　
　
フ
ィ
ル
ム
コ
ー
ト
体
験

　
情
報
館
の
本
は
フ
ィ
ル
ム
コ
ー
ト
を

し
て
長
持
ち
さ
せ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
本
も
長
持
ち
さ
せ
な
が
ら
情
報
館
の

仕
事
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。（
フ
ィ

ル
ム
コ
ー
ト
で
き
る
持
ち
込
み
の
本
は

１
人
２
冊
ま
で
）

■
日
時
＝
８
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
午
後

　
１
時
～
５
時（
最
終
受
付
４
時
30
分
）

◎
情
報
館
の
裏
側
大
公
開

　
普
段
は
入
れ
な
い
情
報
館
の
舞
台
裏

を
職
員
が
案
内
し
ま
す
。
閉
架
書
庫
、

古
文
書
収
蔵
庫
、機
械
室
、視
聴
覚
ホ
ー

ル
の
映
写
室
な
ど
知
ら
な
か
っ
た
情
報

館
の
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。

■
日
時
＝
会
期
中
毎
日
　

　
午
前
11
時
～
正
午

■
定
員
＝
毎
回
先
着
15
人
（
５
人
以
上

で
参
加
の
場
合
は
、
要
事
前
申
込
）

第３回 山内写真館資料写真展を開催します
　今回のテーマは「思い出の雪まつり」です。

　初期の雪まつりの舞台となった昔懐かしい町並みや、

雪国の暮らし、そして雪まつりを支えた人々の姿など、

昭和20年代から40年代の写真約80点を展示します。ひ

と味違う雪まつり写真の数々をお楽しみください。

　併せて、情報館と市民ボランティアが協働して取り組

んできた写真整理事業の成果を報告する「目録贈呈式＆

中間報告会」を公開で開催します。

《写真展 「よみがえる懐かしきくらし

　　　　　　　　― 思い出の十日町雪まつり」》

◎会期：８月２日㈫～ 28日㈰　※月曜日休館

◎開館時間：午前９時30分～午後７時

　　　　　　(日曜日は午後５時まで)

◎会場：情報館ギャラリー　※入場無料

《山内家写真資料目録贈呈式＆中間報告会》

◎日時：８月７日㈰　午後１時30分～３時30分

◎会場：情報館　※入場無料、先着100人

■問合せ：情報館　☎750-5100

◎
天
体
観
測
　｢

情
報
館
の
夜
空
を
見

　
上
げ
て
み
よ
う｣

　
情
報
館
の
敷
地
内
で
の
天
体
観
測
。
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期　　　　間

問 　 合 　 せ

７月29日㈮〜8月20日㈯
公開制作会場 市総合体育館　北側広場

生涯学習課（中央公民館内☎757-8918）

　平成７年度から継続開催している石彫シンポジウムは、今年第17回を迎えます。

この催しは、真夏の炎天下、彫刻家が石材彫刻に挑む夏の風物詩、恒例の事業です。制作作品は、個々の

作家の芸術性を表現しながら、設置場所の景観や周りの環境、人、歴史、文化など十日町市と調和を保ち

ながら進められます。

　毎年、公開制作期間中は多くの市民が制作会場を訪れ、作家とのふれあいや交流が行われています。芸

術文化面への貢献はもちろん、交流人口の拡大や中心市街地の活性化への寄与も期待されます。この石彫

シンポジウムを発信するため、ホームページ（http://tokamachi-sekichyo-sym.net/）を開設しています。

◆
期
間

：

８
月
１
日
㈪
〜
８
月
20
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

◆
会
場

：

ギ
ャ
ラ
リ
ー
６
坪
（
ほ
く
ほ

く
線
十
日
町
駅
前
）
☎
７
５
７

｜

９

２
６
２

◆
入
場
料

：

無
料

　
石
を
削
っ
て
、
ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト

を
作
ろ
う
。

※
石
は
、
子
ど
も
で
も
削
れ
る
軟
ら
か

い
石
を
使
用
し
ま
す

◆
日
時

：

８
月
７
日
㈰
午
前
９
時
30
分

か
ら
２
時
間
程
度

◆
会
場

：

市
総
合
体
育
館
北
側
広
場

（
石
彫
シ
ン
ポ
会
場
）

◆
参
加
費

：

無
料

◆
申
込
み

：

８
月
５
日
㈮
ま
で
に
生
涯

学
習
課
　
☎
７
５
７

｜

８
９
１
８

アートのかおるまちづくり事業

第17回 十日町石彫シンポジウム

「鯰
なまず

」

■設置場所

　本町２丁目

　北越銀行十日町支店前

「環
かん

」
横山　徹

（よこやま　とおる）

【神奈川県秦野市在住】

「マチウサギ」
塚本　悦雄

（つかもと　えつお）

【青森県弘前市在住】

■設置場所

　本町２丁目

　Aコープ十日町店前

■設置場所

　本町２丁目

　ふらっとステーション前

 

●
作
家
展

　（
参
加
作
家
に
よ
る
小
作
品
展
）

 

●
彫
刻
体
験
教
室

伊藤　哲一
（いとう　のりかず）

【千葉県館山市在住】

　「
街
中
ウ
ォ
ー
ク
」
の
タ
イ
ア
ッ
プ

企
画
と
し
て
、
石
彫
の
あ
る
街
並
み
を

早
朝
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。
今
回

の
参
加
作
家
の
作
品
紹
介
の
ほ
か
、
歩

き
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
設
置
作
品
の
説

明
も
聞
け
ま
す
。
※
事
前
申
込
不
要

◆
日
時

：

８
月
７
日
㈰
午
前
６
時
〜
７

時
（
受
付
開
始
５
時
45
分
）
※
雨
天

決
行

◆
集
合
場
所

：

市
総
合
体
育
館
北
側
広

場
（
石
彫
シ
ン
ポ
会
場
）
※
歩
き
や

す
い
服
装
で
参
加

◆
参
加
費

：

無
料

◆
問
合
せ

：

ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
☎
７
５
２

｜

４
３
７
７

 

●
石
彫
ウ
ォ
ー
ク

 

●
市
民
彫
刻
教
室

　
信
濃
川
の
石
で
制
作
し
ま
す
。
作
品

を
市
展
な
ど
に
出
品
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
材
料
と
最
初
の
道
具
は
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

◆
受
講
期
間

：

７
月
29
日
㈮
〜
８
月
20

　
日
㈯
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
（
都
合

　
の
良
い
日
３
日
間
以
上
の
受
講
が
必

　
要
）

◆
会
場

：

市
総
合
体
育
館
北
側
広
場
　

　（
石
彫
シ
ン
ポ
会
場
）

◆
対
象

：

高
校
生
以
上

◆
受
講
料

：

無
料（
道
具
費
別
途
必
要
）

◆
指
導

：

藤
巻
秀
正
さ
ん
ほ
か

◆
申
込
み
・
問
合
せ

：

生
涯
学
習
課

　
☎
７
５
７

｜

８
９
１
８

 

●
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

　
石
彫
作
家
と
語
る
夕
べ

　
参
加
作
家
と
芸
術
や
石
彫
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。

※
事
前
申
込
不
要

◆
日
時

：

８
月
７
日
㈰

　
午
後
７
時
〜
８
時

◆
会
場

：

市
総
合
体
育
館
北
側
広
場

（
石
彫
シ
ン
ポ
会
場
）　

◆
参
加
費

：
無
料

◆
内
容

：
作
家
か
ら
制
作
説
明
、
作
品

ス
ラ
イ
ド
鑑
賞
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ

の
思
い
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
説
明

◆
問
合
せ

：

生
涯
学
習
課

　
☎
７
５
７

｜

８
９
１
８

　「森の学校」キョロロでは、子どもたちに大

人気のクワガタ・カブトムシの企画展を開催し

ます。20種類を超える世界各地のクワガタム

シやカブトムシの生体展示と貴重な標本の紹介

を通して、クワガタムシ・カブトムシの新たな

魅力、知られざる不思議に迫ります。さらに、

生きたクワガタムシやカブトムシにさわり放題

の「クワカブルーム」も開設します。 ( ７月16

日㈯～８月31日㈬の期間のみ)

　世界のクワガタムシやカブトムシと夏休みの

思い出づくりをしてみませんか。

●入館料：大人500円、小・中・高生300円、

　小学生未満無料

※７月16日㈯～ 24日㈰は十日町市民入館無料

●開館時間：午前９時～午後５時（入館は４時

30分まで）※７月・９月は火曜日休館、８

月は休館日なし

●会場・問合せ

　「森の学校」キョロロ

　☎595-8311

期間：７月16日㈯〜９月25日㈰
クワガタ・カブトムシ展

18市報とおかまち　平成23年7月10日号市報とおかまち　平成23年7月10日号19



必
要
で
す

※
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
３
（
め
ご
さ
ん
）
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
額

か
ら
１
０
０
円
引
き

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
で
登
録
手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
直

接
お
い
で
く
だ
さ
い
。
セ
ン
タ
ー
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　「
子
ど
も
が
大
好
き
」「
子
育
て
の
経

験
を
生
か
し
た
い
」
な
ど
、
子
育
て
の

お
手
伝
い
に
興
味
が
あ
る
皆
さ
ん
、
子

育
て
中
の
家
庭
を
い
っ
し
ょ
に
応
援
し

ま
せ
ん
か
。
保
育
士
な
ど
の
専
門
的
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
セ
ン
タ

ー
が
行
う
講
習
会
を
受
け
て
も
ら
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所

：

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
く

る
る
」
内
（
本
町
２
）

●
問
合
せ

：

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
　
☎
７
５
７

｜

１
０
０
８

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　
十
日
町
市
保
育
料
統
一
化
及
び
保
育

園
民
営
化
計
画
策
定
委
員
会
か
ら
、
平

成
22
年
11
月
に
「
十
日
町
市
公
立
保
育

園
の
統
廃
合
及
び
民
営
化
に
関
す
る
提

言
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
提

言
書
を
受
け
て
「
十
日
町
市
公
立
保
育

園
の
統
廃
合
及
び
民
営
化
計
画(

案)

」

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
広
く
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
期
間

　

８
月
10
日
㈬
ま
で
（
必
着
）

◇
計
画
案
の
閲
覧
場
所

　
子
育
て
支
援
課
、
各
支
所
市
民
課
、

中
央
公
民
館
、
各
地
区
公
民
館
、
情
報

館
、
本
町
分
庁
舎
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◇
意
見
の
提
出
方
法

　
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
子
育
て
支

援
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
各
閲
覧
場
所
に
用
意
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す

◇
問
合
せ

：

子
育
て
支
援
課
保
育
園
係

〒
９
４
８

｜
８
５
０
１
十
日
町
市
千

歳
町
３

｜
３
、
☎
７
５
７

｜

９
１
６

９
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
５
２

｜

４
６
３
５
、

電
子
メ
ー
ル

：t-k
o
so

d
a
te

@
city

.

to
k
a
m

a
ch

i.lg
.jp

十
日
町
市
公
立
保
育
園
の
統
廃

合
及
び
民
営
化
計
画(

案)

」
に

対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、〝
子
育
て
を
手
伝
っ
て
ほ

し
い
人
〟
と
〝
子
育
て
を
手
伝
い
た
い

人
〟
が
会
員
に
な
っ
て
、
子
育
て
を
助

け
合
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
を
利
用
す
る
に
は
、
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
に
急

用
で
子
ど
も
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
き
な
ど
、
万
が
一
に

備
え
て
会
員
登
録
を
し
ま
せ
ん
か
。

◇
依
頼
会
員
（
子
育
て
を
手
伝
っ
て
ほ

し
い
人
）
…
市
内
に
居
住
す
る
、
お

お
む
ね
６
か
月
か
ら
小
学
校
６
年
生

ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人
　

※
里
帰
り
出
産
や
一
時
的
な
居
住
な

ど
、
十
日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
い

な
く
て
も
依
頼
で
き
ま
す

※
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
な
ど
、
必
要

と
認
め
ら
れ
れ
ば
こ
れ
以
外
で
も
対

象
と
し
ま
す

◇
提
供
会
員
（
子
育
て
を
手
伝
い
た
い

人
）
…
市
内
に
居
住
す
る
、
20
歳
以

上
で
心
身
と
も
に
健
康
な
人

◆
依
頼
会
員
と
提
供
会
員
の
両
方
に
な

　
る
こ
と
も
で
き
ま
す

・
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
な
ど
へ
の

送
り
迎
え
及
び
帰
宅
後
の
預
り

・
保
護
者
の
病
気
や
買
い
物
な
ど
の
急

用
時
の
預
か
り
な
ど

・
月
～
金
曜
日
の
午
前
７
時
～
午
後
７

時
＝
１
時
間
７
０
０
円

・
右
記
以
外
の
曜
日
・
時
間
・
祝
祭
日
・

年
末
年
始
＝
１
時
間
８
０
０
円

※
交
通
費
、
食
事
・
お
や
つ
代
は
別
途

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

地域で
子育て

ど
ん
な
人
が
会
員
に
な
れ
る
の

ど
ん
な
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
の

活
動
時
間
と
料
金
に
つ
い
て

会
員
に
な
る
に
は

提
供
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

日本脳炎予防接種の対象年齢が拡大されました
　日本脳炎の接種勧奨差し控えによって接種機会を逃した人が不足回数分の接種を受けられるようになり

ました。

○接種対象者：平成７年６月１日から平成19年４月１日までに生まれた人

　※平成19年４月２日以降に生まれた人については、接種年齢などに変更はありません

○対象期間：20歳の誕生日の前々日まで

　※これまで対象外となっていた７歳半以上９歳未満の間や、13歳以上の人でも接種を受けられます

○接種回数：第１期３回、第２期１回の接種のうち、過去に接種を受けていない回数

○接種方法：医療機関で個別接種となります。希望する人は事前に個別接種協力医療機関へ予約の上、接

種を受けてください。予診票は健康支援課、各支所市民課、各医療機関に配置していますので問い合わ

せてください。

○注意事項：第２期に相当する接種は、第１期追加終了後５年程度の間隔をあけることが望ましいとされ

ていますが、第１期追加終了後、６日以上の間隔をあければ接種可能です。接種間隔についてはかかり

つけの医師と相談の上、接種を受けてください。

■問合せ：健康支援課母子保健係　☎757-9759

　鉄道利用機会の創出を目的にするほか、輸送手

段の活性化と地域コミュニティの醸成を図るた

め、市民団体が鉄道利用をする際の運賃の一部を

助成します。

■補助要件

　（20人以上で市内駅からの利用など、いずれも

要件を満たした場合で）

①町内会の親睦活動として、鉄道で行楽に出か

ける場合

②学校のＰＴＡ活動（保護者・児童など）で、鉄

道を利用してレクリエーションなど行う場合

③同級会の定例行事として、遠方へ親睦旅行す

る場合

※助成の対象は、利用者（市民団体）が支払う運

賃・料金で、補助率は50%、上限は１件当たり

５万円です

●申請・問合せ

　企画政策課企画政策係　☎757-3193

鉄道の団体利用の運賃を
一部助成します

まちづくり講演会

『皆んなで力を出せば
　　　　　必ず地域は変わる！』

アートを用いた地域ブランドの形成

〜なぜ、人々はアートのムラになった　　
　　　　　越後妻有に押し寄せるのか〜

　十日町市議会では、開かれた議会を目指して継

続的な取り組みを行っています。

　昨年に引き続き、議員はもとより広く市民の皆

さんから聴講してもらえるように、今回は、パブ

リックアートやアートプロジェクト研究で著名な

講師を招いて「まちづくり」をテーマにした講演

会を開催します。

■日時：７月20日㈬　午後６時30分〜（開場６時）

■会場：クロス10　

■入場料：無料

■講師：竹田　直樹さん（兵庫県立大学院緑環境

　　　　景観マネジメント研究科准教授）

■問合せ：議会事務局　☎757-3119

◇
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

過去の接種回数 残りの接種回数 接種間隔

全く受けて 
いない人

残り４回 
（１期３回、２期１回）

１期
初回（２回） ６日から28日までの間隔をあけて２回接種
追加（１回） １期初回終了後おおむね１年後に１回接種

２期（１回） 
９歳以上の人が

対象

１期追加終了後、５年程度の間隔をあけて
１回接種 

（下記「注意事項」をご覧ください）
１回接種を 
受けた人

残り３回 
（１期２回、２期１回）

　　残りの回数をそれぞれ６日以上の間隔をあけて接種します。 
　第２期に相当する接種については９歳以上の人に対して行い
　ます。

２回接種を 
受けた人

残り２回 
（１期１回、２期１回）

３回接種を 
受けた人

残り１回 
（２期１回）
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確認ができる位置まで進み、

もう一度停止し、安全確認す

る。という３段階の停止が重

要です。また、優先道路を走

行している場合でも優先意識

を捨て、周囲の安全をしっか

りと確認しましょう。これか

ら夏のレジャーシーズンを迎

え、ドライブや観光旅行などで長時間運転す

る機会が増えると思います。夏場は暑さで疲

労が蓄積しやすくなりますので、早め早めの

休憩を心がけ、疲労運転や居眠り運転を未然

に防ぎましょう。

●問合せ

　防災安全課交通防犯係　☎757-3197

交差点の交通事故防止

６月の十日町警察署管内の交通事故

◆発生件数：９件

◆死 者 数：１人

◆傷 者 数：９人

No.11　夕　顔 夏の地元野菜、夕顔。今、白い花をたくさんつけています。　
　柔らかく、さっぱりとした味わいで夏バテ予防にもなります。

新潟県交通安全
マスコット
ルルちゃん

　平成22年中の県内の全交通事故のうち約

半数が交差点で発生しています。交差点事故

の多くは、一時停止や安全確認などの基本的

な交通ルールが守られなかったことが要因で

発生しています。一時停止標識のある交差点

で、左右を見通せる位置まで一気に進んでか

ら停止していませんか？このような止まり方

では、自動車はもちろん、歩行者や自転車と

衝突ということにもなりかねません。特に、

見通しの悪い交差点では①停止線で一旦停止

し、周囲の安全を確認する。②少し進んで自

車の先頭部分を出し、再停止する。③左右の

　市内では、露地でトンネル栽培されています。写真は真霜茂

一さん（城之古）が栽培している夕顔です。４月に種をまき、

育苗して５月に定植します。種は代々自家採取している地種を

使っています。在来種で地元で育った種は土地に合っているの

でおいしい夕顔になります。夕顔の名前は、その花が夕方に咲

き朝にはしぼんでしまうところに由来しています。花はたくさ

んつくのですが、夕方にしか開かないので、受粉率は50％程

度です。６割は地元へ、４割は関東方面に出荷されます。地元

産夕顔を食べて暑い夏を乗り切りましょう。

〈収穫時期〉６月末〜９月

〈おいしい食べ方〉

　みそ炒め、あんかけ、さしみ風、みそ汁など

●問合せ　農林課農業企画係　☎757-3120

【利用端末】

スマートフォン （iPhone、Android携帯各種）

【利用方法】

①Layarアプリをダウンロードし起動させる

②Layarsの項目で「とおかまち」と検索

③「とおかまちナビ」を起動させる

※詳細はhttp://layar.jp/をご覧ください

◆問合せ：総務課情報システム係　☎757-3196

◆検索機能

　自分の知りたい情報をカテゴリー別に抽出で

きます。（大地の芸術祭、石彫、食べる…など）

◆ナビ機能

　各種情報で「ルート案内」を選択することで、

目的地への案内機能や経路が確認できます。

◆各種リンク

　掲載情報によっては、作品や店舗情報の詳細

が掲載されているホームページへのリンクや

店舗などへ電話をかけることができます。

【主な掲載情報（７月１日現在）】

◆大地の芸術祭作品情報　約190件

◆石彫作品情報　約80件

◆観光地情報　約80件

◆市内の各種施設情報　約60件

◆ホッとひと駅情報　約50件

【募集】

　掲載する施設情報は、市ホームページトピッ

クスから電子申請で受け付けています。

◆リアルビュー

　スマートフォンを風景にかざすと、現実の映

像の上に検索情報を重ね合わせて表示する機

能です。

◆マップビュー

　検索された情報を地図上に表示します。

◆リストビュー

　検索された情報をリストで表示します。

利用方法など

活用イメージ

基本メニュー

掲載情報

　７月１日からスマートフォン活用事業「とおかまちナビ」のサービスを開始しました。

　「とおかまちナビ」とは、スマートフォン（携帯電話）を街や風景にかざすと、撮影された現実の

空間に情報が重ねて見え、その地点までの行き方を教えてくれる案内サービスです。

自治体では国内初！！
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地元で作られたものを
地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。十日町産を食べよう！
地産地消

十日町産を食べよう！
農
家の
皆さんが

丹精
込めてつくっています。



 

大
き
く
育
て
！
交
流
の
木

地
帯
の
特
産
で
、
当
地
と
し
て
は
珍
し

い
植
物
の
一
つ
で
す
。
花
は
完
全
に
は

開
か
な
い
の
で
、
手
で
開
か
な
い
と
観

察
で
き
な
い
ほ
ど
の
恥
ず
か
し
が
り
屋

で
す
。
花
の
後
で
鯖さ

ば

の
尾
を
連
想
さ
せ

る
実
を
つ
け
る
こ
と
か
ら
、
暖
地
の
渓

谷
に
生
え
る
同
じ
キ
ン
ポ
ウ

ゲ
科
の
サ
バ
ノ
オ
の
仲
間
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ズ
マ
シ
ロ
カ
ネ
ソ
ウ
は

食
用
に
な
ら
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
に
は

多
く
の
種
類
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
食
用
に
な
る
の
は
ニ
リ
ン
ソ

ウ
だ
け
、
と
い
う
こ
と
で
他
の
仲
間
た

ち
は
決
し
て
口
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
（
文
と
カ
ッ
ト　

高
橋
八
十
八
）

　

雪
解
け
の
早
い
沢
の
水
辺
で
、
雪
の

す
き
間
か
ら
束
生
し
て
か
れ
ん
な
花
を

咲
か
せ
る
植
物
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、﹃
ア
ズ
マ
シ
ロ

カ
ネ
ソ
ウ
﹄
は
、
カ

タ
ク
リ
や
シ
ョ
ウ
ジ

ョ
ウ
バ
カ
マ
の
よ
う

な
華
麗
さ
が
な
く
、

人
目
に
つ
き
に
く
い
た
め
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
の
多

年
草
ア
ズ
マ
シ
ロ
カ
ネ
ソ
ウ
は
、
秋
田

県
か
ら
福
井
県
ま
で
の
日
本
海
側
多
雪

　土倉集落は中里地区の南端、南魚

沼市に接する集落です。静かな集落

の中ではカッコウやアカショウビン

など、野鳥の鳴き声がよく聞こえ、

自然の豊かさを感じることができま

す。同集落の山田惣一郎さん（78歳）

は、農業の傍ら15年にわたって写

真撮影を趣味にしています。桔梗原の桜など市内の

風景を撮影したり、写真サークルで年２回行う撮影

会を楽しんだりしているそうです。作品発表にも力

を注ぎ、㈶国際文化カレッジ総合写真展などでたび

たび入選しています。「同じものを撮っても、それ

ぞれ同じに写らないとこ

ろがおもしろい。撮った

写真を見てもらえるのが

楽しいですね」と話す山

田さん。作品は六日町病

院や特別養護老人ホー

ム、地域の文化祭などで

展示されています。

　７月23日㈯から８月14日㈰までの毎週土・

日曜日に、まつだい郷土資料館で『伊沢和紙う

ちわ作り体験』が開催されます。伊沢和紙とう

ちわの骨は数種類ある中から自由に組み合わせ

ることができます。節電が叫ばれている今年の

夏。エアコンの代わりに

手作りのうちわで涼を

取ってみてはいかがで

しょうか。また、期間中

は伊沢和紙を使った小物

も販売されます。

　６月26日㈰、清津峡地区でランドマークツ

アーが開催されました。ランドマークツアーは、

里山の中で神社や巨木など自分なりの目印を見

つけながら歩くツアーで、毎年初夏と秋に開催

しています。また比較的上り下りの少ない所を

歩くので、子どもから高齢者まで気軽に参加で

きます。当日は時折雨が降っていましたが、自

然観察指導員の案内のもと、目の前には青々と

した山々、足元には初夏の草花、耳をすませば

野鳥の鳴き声、昼食にはトン汁など、参加者の

皆さんは五感で初夏の自然を満喫し、それぞれ

の“ランドマーク”を見つけた様子でした。
『伊沢和紙うちわ作り体験』

●体験料：500 〜 1,500円（入館料別）

※材料の組み合わせにより異なります

●時　間：①午前10時〜正午

　　　　　②午後１時30分〜３時30分

●定　員：各回20人（先着順）

●問合せ：まつだい郷土資料館

　　　　　☎597-2138

夏の節電を「うちわ」で乗り切ろう！

　
６
月
25
日
㈯
、
松
代
城
跡
公
園
キ
ャ

ン
プ
場
で
「
世
田
谷
区
︲
十
日
町
市
松

代
交
流
20
周
年
記
念
植
樹
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
の
交
流
10
周
年
記
念
の
と

き
に
は
、
旧
松
代
町
の
木
「
ブ
ナ
」
を

世
田
谷
区
で
植
樹
し
て
い
て
、
今
回
は

世
田
谷
区
か
ら
区
の
木
で
あ
る
「
け
や

き
」が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

け
や
き
の
苗
木
の
贈
呈
式
の
後
、
世
田

谷
区
教
育
委
員
会
、
市
関
係
者
、
松
代

　
収
穫
し
た
農
産
物
や
販
売
し
た
収
益

で
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
支
援
し

て
い
こ
う
と
い
う
試
み
「
サ
ン
ラ
イ
ズ

プ
ロ
ジ
�
ク
ト
」
が
、
倉
俣
地
区
を
拠

点
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ

ジ
�
ク
ト
で
は
過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ

る
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
に
は
、
東
京
と
十
日
町
市
を
結

ぶ
無
料
直
行
バ
ス
「
緑グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ナ
ー

の
直
行
便
」
な

ど
を
利
用
し
、
都
会
か
ら
も
大
勢
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
活
動
初
日
の
６
月
11
日
㈯
に
は
耕
作

放
棄
地
を
畑

に
す
る
こ
と

か
ら
ス
タ
ー

ト
。
除
草
し

た
後
、
ト
ラ

ク
タ
ー
で
耕

し
畑
に
し
ま

し
た
。
翌
日

に
は
ジ
ャ
ガ

イ
モ
や
タ
マ

ネ
ギ
な
ど
を

小
学
校
み
ど
り
の
少
年
団
な
ど
に
よ
る

植
樹
が
行
わ
れ
、
倒
れ
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
と
土
が
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
松
代
地
域
と
世
田
谷
区
と
の
交
流

は
、
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
や
世
田
谷

区
民
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
、
世
田
谷
区
へ
の
雪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
活
発
に
続
い
て
い
ま
す
。

　
関
口
市
長
は
挨
拶
で
、「
世
田
谷
区

と
の
交
流
が
30
年
、
40
年
と
続
い
て
、

ま
た
こ
の
よ
う
な
植
樹
式
を
行
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

頃
に
は
こ
の
苗
木
も
立
派
に
成
長
し
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

世田谷区の木「けやき」の贈呈
世田谷区教育長若井田さんから関口市長へ

みどりの少年団による植樹

初夏のランドマークツアー

耕
作
放
棄
地
解
消
×
震
災
復
興
支
援 

サ
ン
ラ
イ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

定
植
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
地

域
住
民
の
指
導
の
下
、
慣
れ
な
い
農
作

業
で
大
粒
の
汗
を
額
に
浮
か
べ
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
、
プ
ロ
ジ
�

ク
ト
発
起
人
の
一
人
で
も
あ
る
深
山
恭

介
さ
ん
は
、「
地
域
の
若
者
を
中
心
に
、

子
ど
も
た
ち
や
人
生
の
先
輩
た
ち
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
い
っ

し
ょ
に
こ
の
事
業
を
作
り
上
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
東
北
地
方
の
支
援
活

動
を
す
る
中
で
、
十
日
町
市
の
活
性
化

に
つ
な
げ
た
い
で
す
ね
」
と
今
後
の
活

動
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
は
毎
月

2
回
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動

日
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

：

サ
ン
ラ
イ
ズ
プ
ロ
ジ
�
ク

ト
実
行
委
員
会
事
務
局
（
中
里
総
合

ク
ラ
ブ
Ｙ
Ｏ

－

Ｂ
Ｅ
内
☎
７
６
１

｜

７
４
７
４
）
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ア
ズ
マ
シ
ロ
カ
ネ
ソ
ウ

77

アズマシロカネソウ

たから
探し
たから
探し

土倉編



　ネージュスポーツクラブでは子どもから高齢者ま

で、幅広くスポーツを楽しめるよう、さまざまな教

室を開催しています。気軽に楽しめる教室ですので、

皆さんの健康増進に、仲間作りにぜひ参加してくだ

さい。

街中ウォーク　目指せ地球一周40,000km　【６月18日現在の歩行距離32,038㎞】

◯73

地域ならではのお店でありたい

●種目

　・陸上教室

　・ビーチボールバレー教室

　・健康体操教室

　・運動遊び教室　など

●料金：各種目１回3,000円から

※人数・時間・指導者など、内容によって変わりま

　すので気軽に事務局まで問い合わせてください

●申込み・問合せ

　ネージュスポーツクラブ事務局　☎752-4377
健康支援課成人保健係
TEL757-9764問合せ

73

俵山　もも　
　　ちゃん

たわらやま　ももちゃん
平成22年３月１日生まれ
妻有町西１

　じっとしていることが苦手なくらい、いつも元気いっ
ぱいのももちゃん。アンパンマンが大好きで、車に乗
るときはアンパンマンの歌をおねだりします。同じ誕生
日のいとこの湊ちゃんとまたいっしょに遊びたいな。

俵山　湊
　　　ちゃん

たわらやま　みなとちゃん
平成22年３月１日生まれ
本町６

　食べることが好きで白いご飯、特にのりで巻い
たおにぎりが大好きな湊ちゃん。最近は「むすんで
ひらいて」や「きらきら星」など手遊びがお気に入
り。いとこのももちゃんとはなんと同じ誕生日です。

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　
熱
中
症
は
、
高
温
の
環
境
下
で

体
の
水
分
と
塩
分
が
失
わ
れ
、
体

温
調
節
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
起
き
ま
す
。

◎
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み

◎
筋
肉
痛
、
こ
む
ら
返
り

◎
汗
が
止
ま
ら
な
い

◎
頭
痛
、
吐
き
気
、
だ
る
い

◎
反
応
が
鈍
い
、
意
識
が
な
い

◎
高
い
体
温

○
室
温
は
28
℃
を
超
え
な
い
よ
う

温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

　
　
節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、

健
康
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
適
度
に
扇
風
機
や
エ
ア
コ

ン
な
ど
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
分
補
給

　
　
の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
補
給

を
こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
時
の
準
備

　
　
日
傘
や
帽
子
の
着
用
、
通
気

性
の
よ
い
吸
湿
・
速
乾
性
の
あ

る
衣
服
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
日
陰
を
利
用
し
た
り
、
こ

ま
め
に
休
憩
を
と
っ
た
り
し
ま

し
ょ
う
。

※
高
齢
者
や
子
ど
も
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す

　
地
元
へ
帰
っ
て
５
年
目
に
な
り
ま
す
。
以
前
は

関
東
で
野
菜
の
販
売
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
こ
で
は
売
れ
る
量
が
多
く
全
く
こ
こ
と
は

違
う
の
で
、
帰
っ
て
き
た
当
初
は
戸
惑
い
を
感
じ

ま
し
た
。
今
は
、
量
は
多
く
売
れ
な
く
て
も
、
そ

の
分
お
客
様
に
対
し
て
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。お
客
様
を
が
っ

か
り
さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
特
に
果

物
な
ど
の
味
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
地
域
や
お
客
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
、
任
せ

て
も
ら
え
る
店
で
あ
り
た
い
で
す
。

　
休
日
の
う
ち
の
１
回
は
東
京
で
の
野
菜
の
勉
強

会
に
参
加
し
、
自
己
研
磨
に
務
め
て
い
ま
す
。
残

り
の
休
み
の
日
は
家
族
と
出
か
け
る
な
ど
し
て
過

ご
し
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
に
野
球
部
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
野
球
が
好
き
な
の
で
、
普
段
は

地
元
の
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
試
合
な
ど
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
　

先月の松村香世子さんからのバトンタッチ

阿部　啓介 さん
1981年生

阿部善 勤務

熱
中
症
と
は

熱
中
症
の
症
状

熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は

○
意
識
が
あ
る
場
合

※
自
分
で
水
分
が
取
れ
な
け
れ

ば
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
き
ま
し

ょ
う

○
反
応
が
鈍
い
・
意
識
が
な
い
場

　
合

　
す
ぐ
に
救
急
車
を
要
請
し
、
体

を
冷
や
し
な
が
ら
待
ち
ま
し
ょ

う
。 熱

中
症
か
も
し
れ
な
い
…

と
思
っ
た
時
は

脇の下・太もものつけね
などを冷やす

飲めるようであれば
水分を少しずつ
頻回に取らせる

◎涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、安静に寝かせる
◎エアコンをつける、扇風機・うちわなどで風をあて、
　体を冷やす

《熱中症の応急手当》

NPO法人ネージュスポーツクラブ
「スポーツインストラクター派遣します！」

【出前教室】

　より多くの市民が、もっと気軽にスポーツに親し

めるように、希望に応じてさまざまな種目の指導者を

派遣します。学校でのスポーツ振興・会社での健康

対策・ＰＴＡ地域行事などにぜひ活用してください。
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スポーツ振興課　☎756-5013
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　６月16日㈭市総合公園で、十日町ロータリークラ
ブ（十日町RC）による桜の植栽が行われました。今
回植えられた桜は八重桜３本。十日町RCでは創立35
周年記念事業の一環として平成３年にケヤキを植栽
し、以降節目ごとに桜を植え、今では180本が園内に
広がります。植栽に当たっては、約30人の会員の皆
さんが園内の草刈りを行い、山本愛泉保育園の園児と
共に桜を植えました。“地域になくてはならないロー
タリー”を掲げる十日町RC。これからも地域に根ざ
した活動をしていきます。

桜の植栽で社会奉仕

当間スキー場でブナ植林

　６月17日㈮・18日㈯、当間山国有林野内でブナ苗木植栽
などの作業が行われました。作業に参加したのは、一般社団
法人ディレクトフォース（DF）に所属する緑のボランティ
ア約20人の皆さん。DFは企業の役員経験があり、実業界の
第一線で活躍したシニアの集まりで、その見識や経験、技術
の活用を目的に経済界の有力者が発起人となって設立された
組織です。作業ではDFの皆さんがスコップを手に持ち、丁
寧にブナを植えていました。当間山では魚沼スカイラインか
ら延びる美しいブナ林が広がり、地元住民や企業・スポーツ
林管理運営協議会などにより冬季以外の利活用として遊歩道
整備などが行われています。

　６月28日㈫、平野正義さん（千手上町・88歳）が夫婦で
市長を訪問し、50万円を寄附しました。平野さんは、旧川
西町で通算６期約20年にわたり町議会議員を務めたほか、
納税貯蓄組合の副会長や新潟県パターゴルフ協会会長など
数々の要職を務めてきました。今年３月には高齢者叙勲（旭
日単光章）を受章。道路維持功労者として十日町市の褒章も
受章しました。平野さんは、「今まで頑張ってこられたのも、
皆さんのおかげ。長年務めてきた自分の役割にけじめをつけ
るため、こつこつ貯めてきたお金を市に寄附しました。市民
の皆さんのために有効に使ってほしい」と話しました。

　東北や長野県北部地震の被災者に届けと、団子の（白
びゃくごう

毫の）お守り
作りに立ち上がったグループがあります（心と心プロジェクト：代表
樋口道子さん）。こねた団子は、智泉寺住職のご祈祷も受けたもの。
十日町の着物地で作った、手作りのかわいい袋入り、由緒書きは伊沢
和紙製で、すばらしい出来栄えです。その目標、なんと６万個。息の
長い活動にしたいと、メンバーの阿部澄子さんは話します。とおか市
での講習会や、中央公民館での団子作りにも参加した須長桂子さん

（85歳）は、一度に３個丸める技を参加者に伝授。25人ほどの参加者
たちは、和気あいあいと、次々に団子を丸めていました。ボランティ
アも募集中です。（市民リポーター：門脇洋子さん）

　６月17日㈮から３日をかけて吉田クロスカントリー競技場で
芝生を植える作業がありました。植えられたのは、日本サッカー
協会から提供された約54,000株の芝。参加者たちは芝生苗を
12,000㎡の競技場に引かれた50センチ四方マス交差線上に植え
付けていきました。３日間の参加者の延べ人数は1,300人。作業
初日は園児が参加し、元気に芝植えを手伝いました。作業最終日
に父親と弟と３人で作業に参加していた児玉栞奈さん（８歳）は、

「すごく面白かった」と、はにかんだ笑顔で話してくれました。
芝生は２か月ほどで成長し、競技場を一面緑にします。夏季の競
技場は今後、老若男女が安心していろいろ楽しめる多目的広場と
なります。（市民リポーター：関口鈴子さん）

人生にけじめを

被災地に届けよう、団子のお守り！

みんなでつくろう！芝生ひろば

　

６
月
か
ら
全
６
回
に
わ
た
り
、「
北
越
志
研
究

会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
寛

政
年
間
の
こ
の
地
域
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
る

「
北
越
志
」
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
当
時
の
私
た

ち
の
祖
先
の
衣
食
住
を
研
究
す
る
も
の
で
す
。
第

１
回
は
６
月
18
日
㈯
に
情
報
館
で
行
わ
れ
、
県
立

歴
史
博
物
館
主
任
研
究
員
の
渡
部
浩
二
さ
ん
が

「
北
越
志
」
を
解
説
し
、
市
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
の
丸
山
克
巳
さ
ん
が
当
時
の
妻
有
を
解
説
し

ま
し
た
。
丸
山
さ
ん
は
、「
会
で
は
北
越
志
の
文

と
挿
絵
か
ら
当
時
の
姿
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
２

時
間
で
次
の
回
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。（
市
民
リ

ポ
ー
タ
ー
：
髙
橋
都
さ
ん
）

「
北
越
志
」
の
解
読
と
意
見
交
換

　

６
月
19
日
㈰
、
諏
訪
神
社
で
土
手
の
草
刈
り
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
最
初
の
草
刈
り
と
あ
っ
て
イ
タ
ド

リ
や
ス
ス
キ
が
背
丈
ほ
ど
も
伸
び
て
い
る
足
場
の
悪

い
斜
面
に
、
草
刈
り
機
を
操
作
す
る
神
社
世
話
人
も

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
四
苦
八
苦
で
す
。
土
手
の
後

は
神
社
の
境
内
や
周
囲
の
草
刈
り
を
す
る
予
定
で
、

梅
雨
入
り
し
た
蒸
し
暑
い
な
か
、
作
業
は
３
日
間
続

き
ま
し
た
。
世
話
人
の
一
人
、蕪
木
信
太
郎
さ
ん（
諏

訪
町
）
は
、「
今
回
は
一
回
目
の
草
刈
り
で
す
。
こ

の
次
は
十
日
町
お
お
ま
つ
り
の
前
に
き
れ
い
に
し
な

く
て
は
」
と
話
し
ま
し
た
。
や
ぶ
蚊
対
策
の
た
め
に

も
草
を
刈
り
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
土
手
を
あ
り
が
た

い
思
い
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
市
民
リ
ポ
ー

タ
ー
：
関
口
鈴
子
さ
ん
）

諏
訪
神
社
で
土
手
の
草
刈
り

　６月25日㈯、旧東下組小学校体育館で「第１回下
条の里山で音楽を聴く会」が開催されました。音楽を
聴く会は雨天による会場変更での開催です。雨が降ら
なければ大地の芸術祭で制作された総鏡張りの能舞
台、バタフライパビリオンでの開催でした。集落の明
かりが見えない里山で、かがり火だけに映える能舞台
での尺八演奏がどんなにすばらしいものだろう。また、
オカリナの演奏をホタルが聴きに来るかも、と期待し
ていましたが、雨で心を痛めてしまいました。主催者
役員の小海茂さんは、「雨で会場が変更になり残念で
すが、この日のために尽力いただいた皆さんに感謝し
ます」と話しました。今年初開催の音楽を聴く会。来
年も楽しみです。（市民リポーター：髙橋都さん）

下条の里山で音楽を聴く会
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布
ぞ
う
り
作
り
教
室

　
端
切
れ
で
布
ぞ
う
り
を
作
り
ま

す
。
素
足
に
心
地
良
い
布
ぞ
う
り

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時

＝
８
月
９
日
㈫
午
後
１
時
〜
４
時

30
分
●
会
場
＝
中
央
公
民
館
●
用

意
す
る
物
＝
布
（
幅
３
㎝
×
長
さ

40
㎝
）
30
本
※
用
意
で
き
な
い
人

は
、
申
込
み
の
時
に
そ
の
旨
を
申

し
出
て
く
だ
さ
い
●
参
加
費
＝
３

０
０
円
●
講
師
＝
俵
山
正
亥
さ
ん

（
に
い
が
た
「
な
り
わ
い
の
匠
」）

●
定
員
＝
先
着
25
人
●
申
込
み
・

第
９
回 

妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

　
全
市
民
を
対
象
と
し
た
ラ
ジ
オ

体
操
を
行
い
ま
す
。
地
域
の
親
睦

や
健
康
増
進
の
き
っ
か
け
に
、
さ

わ
や
か
な
朝
の
時
間
を
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。
●
日
時
＝
７
月
23
日
㈯

第
２
回 

市
民
ラ
ジ
オ
体
操

第
17
回 

書
作
展

自
然
ブ
ナ
林
散
策

大
厳
寺
〜
天
水
山
ル
ー
ト

ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館

市
の
文
化
財
指
定
記
念
講
話

　
新
緑
豊
か
な
木
々
を
ゆ
っ
く
り

歩
き
な
が
ら
散
策
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
●
日
時
＝
７
月
24
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
天
水

越
の
ブ
ナ
林
●
集
合
場
所
・
時
間

＝
市
役
所
本
庁
前

：

午
前
８
時
、

松
代
駅
前

：

８
時
30
分
、
Ａ
コ
ー

プ
松
之
山
店

：

８
時
45
分
※
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
●
対
象
＝
小
学

生
高
学
年
以
上
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）
●
参
加
費
＝
無
料
●
定

員
＝
先
着
30
人
●
コ
ー
ス
＝
大
厳

寺
高
原
〜
大
展
望
台
〜
天
水
山
●

持
ち
物
＝
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具

な
ど
※
歩
き
や
す
い
靴
と
服
装
で

参
加
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７
月

　夏季特別展「縄文のKAZARI」を見

学した後、土製耳飾りと勾玉づくりを体

験します。

◆日　時

　８月７日㈰　午後１時〜４時30分

◆対　象：小学４〜６年生

◆参加費：500円（材料費など）

◆定　員：先着15人

※道具と材料は博物館で用意します。汚

れてもよい服装で参加してください

◆申込み：７月24日㈰までに、申込書（対

象者には学校で配布済み）に参加費を

添えて提出してください。

◆会場・申込み・問合せ

　博物館　☎757-5531

平成23年度 子ども博物館Ⅰ

縄文体験「耳飾り・勾
まが

玉
たま

づくり」

19
日
㈫
ま
で
に
は
が
き
に
①
郵
便

番
号
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢
⑤
電

話
番
号
を
明
記
し
、
送
付
。
〒
９

４
８
―
０
０
５
６
十
日
町
市
丑
９

１
５
―
２
環
境
衛
生
課
（
☎
７
５

２

｜

３
９
２
４
）

　
田
代
集
落
の
伝
統
芸
能「
神
楽
」

や
「
水
取
神
事
」
が
披
露
さ
れ
ま

す
。
カ
ジ
カ
入
り
の
深
山
酒
や
山

菜
お
こ
わ
な
ど
の
出
店
も
あ
り
ま

す
。
●
日
時
＝
７
月
17
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
七
ツ

釜
公
園
（
釜
川
上
流
）
●
問
合
せ

＝
市
観
光
協
会
中
里
支
部
（
☎
７

６
３
―
３
１
６
８
）

七
ツ
釜
ま
つ
り

●
日
時
＝
７
月
31
日
㈰
午
前
８
時

30
分
〜
●
会
場
＝
市
総
合
体
育
館

●
種
目
＝
①
女
性
の
部
②
男
女
混

合
の
部
●
参
加
資
格
＝
市
内
在
住

ま
た
は
在
勤
●
参
加
費
＝
１
チ
ー

ム
２
、
０
０
０
円
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
７
月
21
日
㈭
ま
で
に
、
所

定
の
用
紙
（
申
込
み
先
に
配
置
）

を
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・
岩
田

●
会
期
＝
７
月
17
日
㈰
・
18
日
㈷

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
（
18
日
は

５
時
ま
で
）
●
会
場
＝
博
物
館
２

Ｆ
●
問
合
せ
＝
市
書
道
協
会
・
金

沢
（
☎
７
５
２
―
４
２
２
１
）

　
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
が
市
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
特
別
講
話
「
ま
つ
だ
い

郷
土
資
料
館
の
建
築
物
と
し
て
の

魅
力
」
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝

７
月
30
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時
30

分
●
会
場
＝
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料

館
●
参
加
費
＝
無
料
●
問
合
せ
＝

ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
（
☎
５
９

７
―
２
１
３
８
）

講
演
会

災
害
医
療
・
緊
急
救
助
活
動

　
東
日
本
大
震
災
や
長
野
県
北
部

地
震
で
活
動
し
た
医
療
・
救
助
隊

の
皆
さ
ん
が
活
動
を
報
告
し
ま

す
。
●
日
時
＝
７
月
20
日
㈬
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分
（
受
付
６

時
）
●
会
場
＝
情
報
館
●
参
加
費

＝
無
料
●
定
員
＝
先
着
１
０
０
人

●
内
容
＝
▼
第
１
部

：

東
日
本
大

震
災
災
害
医
療
支
援
救
助
活
動
報

告（
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
医
師
会
・

十
日
町
地
域
消
防
署
）
▼
第
２

部

：

長
野
県
北
部
地
震
報
告
（
検

問
合
せ
＝
７
月
29
日
㈮
ま
で
に
十

日
町
市
消
費
者
協
会
（
産
業
振
興

課
内
☎
７
５
７

｜

３
１
３
９
）

証
長
野
県
北
部
地
震
ほ
か
）
●
問

合
せ
＝
７
月
15
日
㈮
ま
で
に
十
日

町
市
中
魚
沼
郡
医
師
会
（
☎
７
５

２
―
３
６
０
６
）

午
前
６
時
30
分
〜
※
雨
天
中
止
●

会
場
＝
各
地
域
で
指
定
し
た
場
所

（
回
覧
板
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

●
問
合
せ
＝
市
体
育
協
会
（
☎
７

５
２
―
４
３
７
７
）

三
好
園
納
涼
大
会

水
沢
商
工
会
設
立
50
周
年
記
念

当
間
山
ぶ
な
林
散
策
ツ
ア
ー

●
会
期
＝
７
月
17
日
㈰
〜
24
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
17

日
・
18
日
は
５
時
、
最
終
日
は
４

時
ま
で
）
※
19
日
㈫
は
休
館
●
会

場
＝
情
報
館
●
入
場
料
＝
無
料
●

問
合
せ
＝
県
展
十
日
町
市
津
南
町

作
品
展
実
行
委
員
会
・
生
越
（
☎

７
５
６
―
２
２
８
１
）

県
展
十
日
町
市
・
津
南
町

入
選
作
品
展

　
郷
土
の
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
※
浴
衣
歓
迎
、
更
衣
室
あ

り
●
日
時
＝
７
月
27
日
㈬
午
後
１

時
〜
３
時
●
会
場
＝
市
民
体
育
館

●
参
加
費
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
田

口
（
☎
７
５
２
―
２
６
８
３
）

十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

納
涼
盆
踊
り
の
集
い

　
１
２
０
０
年
の
伝
統
が
あ
る
千

手
観
音
の
例
大
祭
で
、
参
道
に
は

露
店
が
立
ち
並
び
、
演
芸
大
会
・

歌
謡
シ
ョ
ー
・
花
火
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
●
日
時
＝
7
月
16
日

㈯
午
後
７
時
〜
９
時
※
奉
納
花
火

千
手
観
音
十
七
夜
ま
つ
り

第
３
回 

二
ツ
屋
・
二
千
年

蓮
ま
つ
り

県
立
看
護
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

オ
ン
を
浴
び
ま
せ
ん
か
。
●
日
時

＝
７
月
16
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
（
受
付
９
時
）
※
小
雨
決
行
、

当
日
参
加
も
可
●
集
合
場
所
＝
ベ

ル
ナ
テ
ィ
オ
第
３
駐
車
場
●
参
加

費
＝
無
料
●
内
容
＝
健
脚
Ａ
コ
ー

ス
、
体
験
Ｂ
コ
ー
ス
、
の
ん
び
り

Ｃ
コ
ー
ス
●
持
ち
物
＝
昼
食
、
飲

み
物
、雨
具
な
ど
※
服
装
は
長
袖
、

靴
は
底
の
固
め
の
運
動
靴
や
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
で
参
加

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
水
沢
商
工

会
（
☎
７
５
８
―
３
０
３
５
）

●
日
時
＝
７
月
30
日
㈯
午
後
６
時

〜
８
時
●
内
容
＝
夜
店
、盆
踊
り
、

花
火
な
ど
●
会
場
・
問
合
せ
＝
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園
（
☎

７
５
６
―
２
１
０
６
）

　
二
千
年
の
ロ
マ
ン
を
秘
め
た
美

し
い
花
が
開
花
し
ま
す
。
●
日
時

＝
７
月
24
日
㈰
午
前
11
時
〜
午
後

１
時
30
分
※
小
雨
決
行
（
無
料
送

迎
バ
ス

：

ク
ロ
ス
10
発
午
前
10

時
）
●
会
場
＝
「
心
の
宿
や
す
ら

ぎ
」
広
場
（
二
ツ
屋
）
●
参
加
費

＝
５
０
０
円
※
中
学
生
以
下
無
料

７月23日㈯　午前11時～正午

　「お月様とうさぎ」「だるまちゃんとだ

　いこくちゃん」「どんぐりと山猫」

７月26日㈫　午前10時30分～正午

　「ゴンザとソウザ」「負けるな千太～さ

　よならいじめ虫～」「星の王子さま」

８月11日㈭　午前10時30分～正午

　「５等になりたい」

８月17日㈬　午前10時30分～正午

　「地球が動いた日」

８月20日㈯　午後３時～４時50分

　「走れメロス」

●入場料：無料

※10人以上の団体の来場の際は事前に

　連絡をしてください

●会場：情報館

●問合せ

　視聴覚ライブラリー　☎750-5101

夏休み子ども映画会 体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

夏
の
イ
ベ
ン
ト

２
０
１
１
浅
草
画
廊

手
描
き
手
ぬ
ぐ
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

　
十
日
町
の
染
織
作
家
ら
に
よ

る
、
手
描
き
の
手
ぬ
ぐ
い
80
点
な

ど
を
展
示
し
ま
す
。
作
品
は
予
約

販
売
し
ま
す
。
●
会
期
＝
７
月
16

日
㈯
〜
８
月
16
日
㈫
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
※
20
日
・
27
日
は
休
館

●
会
場
＝
き
も
の
歴
史
館
●
入
館

料
＝
大
人
３
０
０
円
、
中
学
生
１

０
０
円
、
小
学
生
以
下
無
料
●
問

合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
７
５
２
―
０

１
１
７
）

（
☎
７
５
７
―
９
３
２
５
）

　
大
学
の
概
要
説
明
、
体
験
学

習
、
施
設
見
学
な
ど
を
行
い
ま

す
。
●
日
時
＝
８
月
３
日
㈬
・
23

日
㈫
午
後
１
時
〜
４
時
●
会
場
・

申
込
み
・
問
合
せ
＝
開
催
日
５
日

前
ま
で
に
、
氏
名
・
高
校
名
・
参

加
希
望
日
を
明
記
し
、
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で
申
込
み
。

新
潟
県
立
看
護
大
学
（
☎
０
２
５

―
５
２
６
―
２
８
１
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
５
―
５
２
６
―
２
８
１
５
、

電
子
メ
ー
ルk

y
o
u
m

u
@

n
iig

a
ta

-cn
.a

c.jp

）

●
日
時
＝
８
月
６
日
㈯
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
20
分
（
開
場
１
時
）

●
会
場
＝
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

（
長
岡
市
）
●
参
加
費
＝
無
料
●

定
員
＝
先
着
４
５
０
人
※
保
育
預

か
り
あ
り
●
内
容
＝
講
演
「
気
を

付
け
よ
う
、
薬
の
副
作
用
」、「
こ

れ
か
ら
の
重
症
心
身
障
害
児
・
者

長
岡
療
育
園

平
成
23
年
度
発
達
講
座

大
会
は
８
時
30
分
●
会
場
＝
千
手

観
音
（
伊
友
）
●
問
合
せ
＝
十
日

町
市
観
光
協
会
川
西
支
部
（
☎
７

６
８
―
４
９
５
１
）

　
深
緑
の
ぶ
な
林
の
マ
イ
ナ
ス
イ

●
内
容
＝
餅
つ
き
、
カ
ラ
オ
ケ
、

手
品
な
ど
●
問
合
せ
＝
心
の
宿
や

す
ら
ぎ（
☎
７
５
７
―
１
５
４
７
）

【
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
大
冒
険
！
夏

の
ハ
イ
キ
ン
グ
】
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝

７
月
18
日
（
海
の
日
）
午
前
８
時

〜
午
後
５
時
●
目
的
地
＝
カ
リ
ビ

ア
ン
ビ
ー
チ
（
群
馬
県
）
●
対
象

＝
幼
児
〜
中
学
生
●
参
加
費
＝

３
、
８
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
）

●
定
員
＝
40
人
【
一
般
開
放
時
間

増
設
の
お
知
ら
せ
】
●
時
間
＝
平

日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
30

分
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

７
５
８
―
３
３
４
３
）
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▼
表
紙
の
小
松
原
湿
原
は
貴
重
な
動
植
物

の
宝
庫
で
す
。7
月
3
日
の
小
松
原
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
前
に
危
険
な
と
こ
ろ
が
な
い
か

確
認
の
た
め
の
事
前
調
査
に
同
行
し
ま
し

た
。
今
年
は
豪
雪
の
た
め
か
、
か
な
り
の

倒
木
を
か
き
わ
け
な
が
ら
の
道
で
し
た
。

湿
原
は
ワ
タ
ス
ゲ
の
白
い
綿
の
よ
う
な
花

が
咲
き
始
め
、
林
の
中
は
ム
ラ
サ
キ
ヤ
シ

オ
と
い
う
紫
色
の
ツ
ツ
ジ
や
オ
オ
カ
メ
ノ

キ
の
白
い
花
が
満
開
で
し
た
。
ま
た
ブ
ナ

の
木
を
見
上
げ
る
と
、
ど
の
木
も
だ
い
た

い
４
ｍ
超
の
と
こ
ろ
か
ら
こ
け
が
付
着
。

こ
け
が
付
い
て
な
い
と
こ
ろ
は
毎
年
雪
で

覆
わ
れ
る
部
分
な
ん
だ
そ
う
で
す
！
ま
た

幹
を
見
る
と
大
き
な
ナ
メ
ク
ジ
が
…
こ
の

ナ
メ
ク
ジ
も
ブ
ナ
林
が
豊
か
な
証
拠
だ
と

教
わ
り
ま
し
た
。
そ
う
聞
く
と
ナ
メ
ク
ジ

も
良
い
虫
に
思
え
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り

頭
上
に
落
ち
て
こ
な

い
か
と
ド
キ
ド
キ
し

た
（
石
）
で
し
た
。

▼
市
報
の
取
材
に
伺
う
と
、
生
の
地
域
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
紙
面
に
は

書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の
思
い
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。お
話
を
聞
く
た
び
に
心
が
震
え
、

自
分
自
身
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
市
報
づ
く
り
担
当
者
の
特
権
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
▼
今
回
の
特
集
は
、
来
年
開

催
さ
れ
る
第
５
回
目
の
芸
術
祭
に
向
け
た

も
の
で
す
。
こ
の
特
集
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
ペ
ー
ジ
を
併
せ
た
形
で
お
も
て
な

し
事
業
の
記
事
が
続
い
て
い
ま
す
。
お
も

て
な
し
事
業
は
前
回
の
大
地
の
芸
術
祭
か

ら
の
継
続
で
、
私
た
ち
市
民
自
ら
の
手
で

集
落
や
町
内
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
企

画
で
す
。
来
年
の
た

め
に
で
き
る
準
備
を

今
か
ら
し
た
い
も
の

で
す
。

(石)(つ)

施設名 開設期間 開場時間 定休日 使用料 問合せ

市 民 プ ー ル
７月24日㈰～ 
　８月28日㈰

午前９時～ 
　午後５時 

なし

◎高校生以上 
　300円 
◎小・中学生 
　200円 
◎幼児 
　100円

☎756-5013 
（☎752-0737）

松 代 プ ー ル
７月24日㈰～ 
　８月21日㈰

☎597-2301 
（☎597-3607）

室 野 プ ー ル
☎597-2301 

（☎598-2715）

松之山プール
７月27日㈬～ 
　８月26日㈮

☎596-2265 
（☎596-2194）

※市民プール
　のみ８月11
　日㈭までは
　午後６時ま
　で開場

※プールの開設期間中は（　）内の番号に問い合わせてください

市
内
の
プ
ー
ル
を

開
設
し
ま
す

　
県
警
で
は
、
24
年
４
月
採
用
予

定
の
や
る
気
と
熱
意
を
持
っ
た
受

験
者
を
募
集
中
で
す
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
る
か
、
県
警
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
●
受
験

資
格
＝
▼
男
性
・
女
性
警
察
官

Ａ

：

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
、
大
学
を
卒
業
し
た
人

（
24
年
３
月
卒
業
見
込
者
含
む
）

▼
男
性
・
女
性
警
察
官
Ｂ

：

昭
和

56
年
４
月
２
日
〜
平
成
６
年
４
月

１
日
の
間
に
生
ま
れ
、
警
察
官
Ａ

の
受
験
資
格
以
外
の
人
●
１
次
試

験
＝
期
日

：

９
月
18
日
㈰
、
試
験

警
察
官
採
用
試
験

受
験
者
を
募
集
中
！

●
会
期
＝
７
月
30
日
㈯
〜
９
月
11

日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
受
付
は
４
時
30
分
前
ま
で
）
●

休
館
日
＝
月
曜
日
（
８
月
１
日
・

15
日
は
開
館
）
●
入
館
料
＝
一
般

８
０
０
円
、
大
学
・
高
校
生
５
０

０
円
、
中
学
生
以
下
無
料
※
団
体

な
ど
割
引
あ
り
●
会
場
・
問
合
せ

＝
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
（
☎
０

２
５
８
―
47
―
６
１
３
５
）

日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
毎

週
金
曜
日
は
６
時
30
分
ま
で
）
※

会
期
中
無
休
●
入
館
料
＝
一
般

１
、
０
０
０
円
（
前
売
り
８
０
０

円
）、
大
学
・
高
校
生
８
０
０
円

（
前
売
り
６
０
０
円
）、
中
学
生
以

下
無
料
※
障
害
者
手
帳
所
持
者
無

料
●
会
場
・
問
合
せ
＝
新
潟
県
立

近
代
美
術
館
（
☎
０
２
５
８
―
28

―
４
１
１
１
）

い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
展

〜
子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
を
願
っ
て
〜

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
夏
季
企
画
展

越
後
の
大
名

支
援
の
あ
り
方
」
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
７
月
30
日
㈯
ま
で
に
、
①

氏
名
（
複
数
で
の
申
込
み
の
場
合

は
全
員
の
氏
名
を
明
記
）
②
住
所

③
電
話
番
号
④
職
業
⑤
保
育
利
用

の
有
無
（
人
数
を
明
記
）
を
明
記

し
、
電
話
・
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
子
メ
ー
ル
で
申
込
み
。
〒
９
４

０
―
２
１
３
５
長
岡
市
深
沢
町
２

２
７
８
―
８
長
岡
療
育
園
発
達
講

座
（
☎
０
２
５
８
―
46
―
６
６
１

１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
５
８
―
47
―
１

２
４
３
、
電
子
メ
ー
ルk

o
u
za

@

n
a
g
a
ry

o
.o

r.jp

）

種
目

：

教
養
試
験
・
体
力
検
査
Ⅰ

●
受
付
締
切
り
＝
８
月
18
日
㈭
●

問
合
せ
＝
十
日
町
警
察
署
（
☎
７

５
２
―
０
１
１
０
）

あなたのお店で「豚トロ丼」に
取り組んでみませんか

　昨年、世田谷区の「食の文化交流

事業」で、当市のコシヒカリと妻有

ポーク、そして世田谷産大根を食材

で使用した豚トロ丼が開発されまし

た。この豚トロ丼は、世田谷区役所

地下食堂で一日50食限定、５日間

延べ250食を完売したもので、今回、

世田谷区からそのレシピを提供して

いただきました。この豚トロ丼に取

り組みたい市内の飲食店は下記へ問

い合わせて下さい。市のホームペー

ジもご覧ください。

■問合せ

　産業観光企画課６次産業振興係

　☎757-3691（担当：樋口）　

震
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

米
１
升
運
動

皇
居
勤
労
奉
仕
団
団
員
募
集

　
気
仙
沼
市
内
の
仮
設
住
宅
に
米

を
届
け
ま
す
。
１
升
ず
つ
２
重
に

し
た
レ
ジ
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
５
合
か
ら
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
※
併
せ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
受

け
付
け
ま
す
。
運
転
手
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
●
受
付
期

間
＝
７
月
31
日
㈰
ま
で
●
場
所
＝

小
嶋
屋
（
本
町
４
）
●
問
合
せ
＝

東
北
へ
・
代
表
小
林
（
☎
７
５
７

｜

３
１
５
５
）

　
奉
仕
団
の
団
員
を
募
集
し
ま

す
。出
発
日
の
翌
日
か
ら
４
日
間
、

赤
坂
御
所
や
皇
居
な
ど
の
清
掃
と

除
草
を
し
ま
す
。
●
出
発
日
＝
平

成
24
年
４
月
上
旬
の
日
曜
日
（
４

泊
５
日
）
●
参
加
費
＝
７
４
、
０

０
０
円
●
定
員
＝
先
着
50
人
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
８
月
31
日
㈬
ま

で
に
奉
仕
団
事
務
局
・
平
野
綱
一

（
〒
９
４
８
―
０
１
３
４
十
日
町

市
千
手
学
校
町
☎
７
６
８
―
２
５

寄付ありがとう
６月25日届出分まで（敬称略）

●十日町市へ＝It’s SKY（50,858

円※ブックスタート事業）

●地域福祉基金へ＝大光銀行・お

客様ご有志（70,029円）、牧野

チヱ子（学校町１）

●とおかまち応援寄附金＝柳寛次

（神奈川県横浜市）、蕪木清志（千

葉県松戸市）

●情報館へ＝布施正一（柏崎市）、

増田一吉（上新田３）、波形和

弘（下川原町）、福崎順子（田麦）、

瀧澤榮輔（本町東１）、江村か

おる（津南町）、大嶋征之助（田

中町本通り）、宮内信之助（新

潟市）

●上野保育園へ＝大津操（10,000

円※図書券購入費）

信
濃
川
の
増
水
に
ご
注
意
！

警
報
が
流
れ
た
ら
す
ぐ
避
難
！

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す

一
日
金
融
公
庫
相
談
会

　
夏
期
決
済
資
金
や
賞
与
な
ど
の

運
転
資
金
、
設
備
資
金
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
●
日
時
＝
７
月

19
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４

時
●
持
参
す
る
も
の
＝
過
去
２
期

分
の
決
算
書
・
申
告
書
、
直
近
の

試
算
表
、
印
鑑
●
会
場
・
申
込
み
・

問
合
せ
＝
７
月
15
日
㈮
ま
で
に
十

日
町
商
工
会
議
所
（
☎
７
５
７
―

５
１
１
１
）

特
別
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
デ

ー
タ
は
統
計
を
作
る
た
め
の
み
に

使
用
し
ま
す
。
県
知
事
が
任
命
し

た
統
計
調
査
員
が
対
象
事
業
所
を

訪
問
し
ま
す
の
で
、
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。
●
期
間
＝
７
月
下
旬

〜
８
月
31
日
㈬
●
対
象
地
域
＝
寿

町
1
・
2
・
3
、
河
内
町
、
千
歳

町
1
、
宇
都
宮
、
卯
、
寅
甲
、
子

●
問
合
せ
＝
県
総
務
管
理
部
統
計

課
生
活
統
計
班
（
☎
０
２
５
―
２

８
０
―
５
１
１
８
）

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃
川
発
電
所
で

免
除
証
明
書
の
提
示
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
協
会
け
ん

ぽ
新
潟
支
部
（
☎
０
２
５
―
２
４

２
―
０
２
６
２
）

地デジの準備をお急ぎください！
地デジの準備どうすれば良いの？

お困りの皆さんに対して
自宅で「地デジ」相談します

　「地デジを受信するにはどうすれば良い

のかわからない」など、地デジ受信で困っ

ている皆さんに対して、デジサポ新潟では、

自宅を訪問してアンテナなどを確認しなが

ら無料で地デジの受信・視聴方法をアドバ

イスします。アナログ放送終了間際では、

相談件数の増加で速やかに訪問できない場

合もありますので、早めに下記デジサポ新

潟に問い合わせてください。

デジサポ新潟 （総務省 新潟県テレビ受信

者支援センター　☎025-333-0011）

■受付時間

　平日：午前９時～午後９時

　土・日曜日、祝日：午前９時〜午後６時

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
末
現

在
で
常
用
労
働
者
を
１
〜
４
人
雇

用
す
る
事
業
所
（
農
林
漁
業
・
一

般
公
務
を
除
く
）
を
対
象
に
、
賃

金
や
労
働
時
間
、
労
働
者
数
の
動

向
を
調
べ
る
毎
月
勤
労
統
計
調
査

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
地
震

発
生
以
来
、
被
災
さ
れ
た
人
た
ち

の
健
康
保
険
証
の
提
示
、
一
部
負

担
金
な
ど
に
つ
い
て
特
例
的
な
取

扱
い
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
７

月
１
日
㈮
か
ら
は
、
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。
①
医
療
機
関
で

保
険
診
療
を
受
け
る
に
は
、
健
康

保
険
証
の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
②
受
診
し
た
際
に
窓
口
一
部

負
担
金
の
免
除
を
受
け
る
に
は
、

協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
す
る

「
東
日
本
大
震
災
」・「
長
野
県

北
部
地
震
」
被
災
者
の
人
へ

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

　
市
報
６
月
25
日
号
22
ペ
ー
ジ
で

む
し
歯
の
な
い
よ
い
歯
の
子
の
村

山
礼
実
ち
ゃ
ん
の
保
護
者
が
造
一

さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
浩
一
さ
ん
で
し
た
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

９
３
）

は
、
河
川
で
の
水
難
事
故
防
止
の

た
め
、
警
報
装
置
と
し
て
サ
イ
レ

ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
宮
中
取
水
ダ
ム
か
ら
の
放

流
量
を
増
や
す
と
き
は
、
警
報
を

流
し
ま
す
の
で
、
直
ち
に
川
か
ら

離
れ
、
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
Ｊ
Ｒ
東

日
本
信
濃
川
発
電
所
（
☎
０
２
５

８
―
82
―
２
７
０
２
）

●
会
期
＝
７
月
23
日
㈯
〜
８
月
28
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お知らせ・ガイド
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



■ 人　口  59,602人（－30）  男  29,121人（－14）  女  30,481人（－16）
■ 世帯数  20,096世帯（＋９） ６月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

73

倉
俣
小
学
校

■ 人　口  59,602人（－30）  男  29,121人（－14）  女  30,481人（－16）

　

僕
の
好
き
な
野
球
を
テ
ー
マ
に
自
分
の
名

前
を
ロ
ー
マ
字
で
描
き
ま
し
た
。
色
を
変
え

た
り
、
バ
ッ
ト
や
グ
ロ
ー
ブ
を
文
字
に
付
け

た
り
工
夫
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
ロ
ー
マ
字
が
か
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

野球大好き！鈴木涼太です

鈴
木
　
涼り

�
う
た太

さ
ん
（
５
年
）

　

ス
ト
ロ
ー
を
押
す
と
お
金
が
出
て
き

て
、
好
き
な
飲
み
物
を
選
べ
る
販
売
機
で

す
。
工
夫
し
た
と
こ
ろ
は
、
手
動
の
ス
ト

ロ
ー
と
紙
粘
土
の
色
を
ど
う
し
よ
う
か
と

い
っ
ぱ
い
考
え
て
作
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

鈴
木
　
鼓こ

拍は
く

さ
ん
（
４
年
）

貯金箱式手動販売機

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
倉
小
と
私

竹藤　理
り こ

子さん（６年）
　私が６年間通っている倉俣小学校を描きました。児童玄関や花だんのチューリップの色を作るのが大変でしたが、小学校生活最後なので思い出に残る絵が描けました。

　
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス

鈴木　慎
し ん の す け

之介さん（３年）

　図工の“トントンサクサク”できょうりゅう
を作りました。くぎをうったり木を切るのをが
んばりました。僕の好きなティラノサウルスが
できたときは、とてもうれしかったです。

ぼ
く
の
ゆ
め
は

　
　
　
ロ
ボ
ッ
ト
は
か
せ

鈴木　雅
が

門
もん

さん（２年）

　ぼくは、しょうらいロボットをつくる

人になりたいので、この絵をかきました。

ロボットの体をいろいろな色ではみださ

ないようぬり分けたところが大変でした。

鈴木　崚
り ょ お

生さん（１年）
　全校のみんなで田うえをしました。なえを３本ずつうえるのはたいへんでした。たまに足がぬけないときもあったけど、とても楽しかったです。

　
た
の
し
か
っ
た
　
田
う
え
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